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目　次
○平成28年度当初予算
○４月から第３子以降の保育料が無料になりました
○市職員を募集します
○同報系防災行政無線の戸別受信機等の貸与・設置費補助

　かがわ・山なみ芸術祭２０１６が、瀬
戸内国際芸術祭２０１６パートナーシッ
プ事業として香川県の山間部を舞台に、
そのエリアの特性を生かしたアート作
品を展開します。市内では、大野原町
五郷地区で開催され、21人のアーティ
ストの作品を楽しめます。
　ぜひ、地域の皆さんのおもてなしと
笑顔、アートを楽しんでください。

（関連記事23ページ）
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５月15日（日）～ 29日（日）

エリアテーマ　人・渓谷・水の流域



2

地方交付税
58億円
19.6%

国庫支出金
30億6,435万円
10.3%

県支出金
18億4,577万円
6.2%

市債
57億210万円
19.3%

その他交付金
15億5,500万円
5.3%

歳入
295億8,000万円

依存財源
60.7%

自主財源
39.3%

市税
81億3,588万円
27.5%
市民税、固定
資産税など市
へ納入される
税金施設建設や道路

整備など多額の
費用がかかる場
合に、国や銀行
などから借りる
お金

国や県から使用
目的を特定して
交付されるお金

どの地方公共団体も一定水準の
事務が行えるよう、一定の基準
により国から交付されるお金

繰入金
20億4,598万円
6.9%
基金を取り崩
したお金など

分担金・負担金
使用料・手数料
6億8,911万円
2.3%

財産収入,
諸収入など
7億4,181万円
2.6% 幼稚園の保育料や

事務手数料など

　平
成
２８
年
度
一
般
会
計
は
、

前
年
度
比
３４
億
２
、
０
０
０
万

円
（
１３
・
１
％
）
増
の
２
９
５

億
８
、
０
０
０
万
円
で
合
併
後

最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

２８
年
度
は
、
新
市
民
会
館
の
建

設
、
開
館
に
向
け
て
の
事
業
が

本
格
化
す
る
と
と
も
に
、
第
３

子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
や

運
動
公
園
施
設
設
備
改
修
、
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
な
ど
、
子
育

て
・
教
育
・
文
化
な
ど
の
分
野

に
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
本
市
の
将
来
像

「
市
民
が
主
役

　わ
た
し
の
ふ

る
さ
と

　か
ん
お
ん
じ
～
人
・

文
化
・
自
然

　い
き
い
き
輝
く

元
気
都
市
～
」
を
目
指
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　特
別
会
計
１０
会
計
は
前
年
度

比
９
５
０
万
円
（
０
・
１
％
）

増
の
１
７
８
億
６
、
７
６
２
万

円
、
水
道
事
業
会
計
は
前
年
度

比
１
億
１
、
９
３
０
万
円
（
６
・

０
％
）
増
の
２１
億
７
１
７
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　市
税
は
、
固
定
資
産
税
の
増

収
を
見
込
む
一
方
、
個
人
、
法

人
市
民
税
は
減
収
を
見
込
ん
で

お
り
、
全
体
と
し
て
は
前
年
度

比
４
億
８
、
２
７
５
万
円
減
の

８１
億
３
、
５
８
８
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比

２
億
８
、
０
６
８
万
円
の
増
、

県
支
出
金
は
１
億
７
、
３
８
５

万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　市
債
は
、
新
市
民
会
館
の
建

設
が
本
格
化
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
２０
億
１
、
０

７
０
万
円
増
の
５７
億
２
１
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　地
方
交
付
税
は
、
５
、
０
０

０
万
円
減
の
５８
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
９
億
９
、
０
０
０
万
円
、

合
併
振
興
基
金
か
ら
４
億
２
、

７
０
０
万
円
、
文
化
振
興
基
金

か
ら
３
億
５
、
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

平成2８年度　当初予算
ひとが元気、まちが元気、やさしさと元気印のまちづくり

平
成
２８
年
度

　当
初
予
算
が
決
定

総務課財政係　☎２３−３９００

特別会計199億7,479万円
（水道事業会計含む）

一般会計295億8,000万円

一般会計歳入の内訳

一
般
会
計
歳
入

項　　　目 予　算　額 対前年度比

市税 ８１億３，５８８万円 △５．６％

繰入金 ２０億４，５９８万円 １２１．９％

その他自主財源 １４億３，０９２万円 ９．７％

地方交付税 ５８億円 △０．９％

国庫支出金 ３０億６，４３５万円 １０．１％

県支出金 １８億４，５７７万円 １０．４％

市債 ５７億２１０万円 ５４．５％

その他依存財源 １５億５，５００万円 １８．０％

自主財源 …市が自主的に収入できる財源

　　　　　 （市税、繰入金など）

依存財源 …国または県が関わる財源

　　　　 　（地方交付税、国庫・県支出金、市債など）
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歳出
295億8,000万円

その他
111億1,873万円

37.5%

義務的経費
110億6,313万円

37.5%

投資的経費
73億9,814万円

25.0%

人件費
34億5,728万円 11.7%
職員の給与、退職金、
委員の報酬などの経費

国民健康保険、介護
保険など特別会計を
支える経費

公債費
31億5,328万円 10.7%普通建設事業費,災害復旧費

73億9,814万円 25.0%
市が借り入れたお金（市債）
の元金、利子の支払い経費

物品購入、仕事の
委託、施設の維持
修繕などの経費

道路、公園、学校などを整備する経費

基金の積立金や貸付金など

扶助費
44億5,257万円
15.1%

物件費,維持補修費
44億4,857万円
15.1%

一部事務組合への負担
金や各種団体への補
助金など市が負担す
る事務経費や公益上
必要なサービス経費

補助費等
29億5,900万円
10.0%

繰出金
33億5,007万円 11.3%

その他の経費 3億6,109万円 1.1%

子育て支援、高齢者
や障がい者への福祉
施策、医療費助成、
生活保護などの経費

　総
務
費
は
退
職
者
の
大
幅
な

減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
４
億
１
、
７
６
５
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　農
林
水
産
業
費
は
常
磐
地
区

排
水
対
策
事
業
の
本
格
化
な
ど

に
よ
り
、
１
億
７
、
４
４
１
万

円
の
増
、
土
木
費
は
市
道
舗
装

新
設
事
業
な
ど
を
増
額
し
ま
し

た
が
、
全
体
と
し
て
は
２
、
２

０
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。　消

防
費
は
２
億
３
５
８
万
円

の
減
で
、
主
な
も
の
に
は
同
報

系
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　教
育
費
は
３７
億
９
、
１
２
９

万
円
の
大
幅
増
と
な
り
、
こ
れ

は
新
市
民
会
館
建
設
が
本
格
化

す
る
こ
と
や
、
運
動
公
園
施
設

の
改
修
に
係
る
経
費
、
小
、
中

学
校
の
特
別
支
援
員
を
増
員
す

る
た
め
の
経
費
な
ど
に
よ
り
ま

す
。　今

後
も
行
財
政
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地

方
債
の
新
規
発
行
を
抑
制
す
る

な
ど
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

一般会計歳出（目的別）の内訳

一般会計歳出（性質別）の内訳

一
般
会
計
歳
出

項　　目 予　算　額 対前年度比

総務費 ２４億６，７８１万円 △１４．５％

民生費 ８７億１，４５９万円 ３．６％

衛生費 ２５億５，７８９万円 △７．８％

農林水産業費 １１億８，３９９万円 １７．３％

商工費 ５億７，６６０万円 ９．３％

土木費 １６億７，８８９万円 △１．３％

消防費 １０億４，９１４万円 △１６．３％

教育費 ７８億６，９７３万円 ９３．０％

公債費 ３１億５，３２８万円 △０．３％

議会費等 ３億２，８０８万円 △６．９％

義務的経費…支出が義務的で、任意に削減

できない経費

投資的経費…施設の建設費や土地の購入費

など経費支出の効果が、市の

資産として将来的に残るもの

のために支出する経費

　市が１年間に行う事務事業の予算が分かる「平

成２８年度一般会計予算書及び予算に関する説明書」

および「平成２８年度特別会計予算書及び予算に関

する説明書」は、市役所総合案内所や大野原支所、

豊浜支所で閲覧できます。

　予算の概要は市ホームページで公開しています。

総務費
24億6,781万円
8.3 %

民生費
87億1,459万円
29.5 %

衛生費
25億5,789万円
8.6 %

農林水産業費
11億8,399万円

4.0 %
商工費
5億7,660万円 1.9 %

土木費
16億7,889万円 5.7 %

消防費
10億4,914万円
3.6 %

教育費
78億6,973万円
26.6 %

公債費
31億5,328万円
10.7 %

議会費など
3億2,808万円 1.1 %

歳出
295億8,000万円

一般会計予算額を市民一人当たりに換算…476,099円
民生費

子育て・高齢者・障がい者へ
の福祉、医療費助成などに

１４０，２６４円

衛生費
環境対策、ごみ・し尿
処理、健診事業などに

４１，１７０円

公債費
市が借り入れたお金（市債）
の元金、利子の支払いに

５０，７５３円

教育費
小・中学校、幼稚園、新市民
会館などの教育文化振興に

１２６，６６６円

総務費
戸籍や税、庁舎管理、
文書管理、人件費に

３９，７２０円

消防費

消防、防災対策に

１６，８８６円

土木費
道路や橋の新設、
維持補修費などに

２７，０２２円

農林水産業費・商工費
農林水産業・商工業・

観光の振興に
２８，３３８円

議会費等
議会費、労働費

などに
５，２８０円

○
目
的
別
歳
出

項　　目 予　算　額 対前年度比

人件費 ３４億５，７２８万円 △１２．３％

物件費 ４２億１，９６８万円 ７．０％

維持補修費 ２億２，８８９万円 １１．７％

扶助費 ４４億５，２５７万円 ６．２％

補助費等 ２９億５，９００万円 △０．８％

普通建設事業費 ７３億９，８１３万円 ７８．３％

公債費 ３１億５，３２８万円 △０．３％

貸付金 ２億８，０５０万円 △９．７％

繰出金 ３３億５，００７万円 ５．３％

積立金、予備費など ８，０６０万円 △１０．７％

人口６２，１３０人（平成２８年１月１日現在）
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平成２８年度重点施策
　平成２８年度は、観音寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる７つの

基本目標と観音寺市総合振興計画後期基本計画における３つの戦略プランに

基づく施策を重点的に推進していきます。

子ども医療費助成事業　　　　　　２億６，８７０万円

　子育て世帯の負担軽減を図るために、中学校卒業

までの医療費を無料にします。

空き家対策事業　　　　　　　　　　　１，７３８万円

　市内全域の空き家等の実態調査を行います。

　「空き家バンク制度」として、空き家の賃貸や売

買の希望者同士のマッチングを行います。

中小企業振興事業　　　　　　　　　　　２４６万円

　中小企業の振興に関する施策を総合的に推進しま

す。合同企業説明会や創業支援セミナーの開催、企

業ガイドブックの作成などを行います。

アニメコンテンツ活用地域活性化事業　２，２８０万円

　アニメコンテンツを活用したコンテンツツーリズ

ムの推進や市のＰＲのための環境整備を官民協働で

行います。

新市民会館建設事業　　　　　　　４８億７，８８６万円

　平成２９年４月の開館に向けて、新市民会館の建設

工事を進めます。

新規就農者活動支援事業　　　　　　　　５７０万円

　就農希望者が円滑に就農できる環境整備の経費等

について支援します。（機械の購入、家賃、住宅取得）

伊吹島防災ヘリポート建設事業　　　　５，４０８万円

　災害時の物資輸送や負傷者の緊急搬送に対応でき

る防災ヘリポートを整備します。

キャリア保育士活用事業　　　　　　　　３１４万円

　経験豊富なキャリア保育士を活用して、一時預か

り事業、相談事業、新人保育士のスキルアップやケ

ア、保育所の運営支援を行います。
就学前第２子の保育料無料化

　観音寺市内に住所を有し、同一世帯から２人以上

通所・通園している第２子を対象に「保育料」の自

己負担部分を無料とします。

放課後児童健全育成事業　　　　　　　５，８２４万円

　留守家庭の小学１～６年生までを対象に、放課後

に適切な遊び場や生活の場を提供します。

第３子以降の保育料無料化

　現に扶養している第３子以降の「保育料」の自己

負担分を無料とします。

南部地区幼稚園建設事業　　　　　１億５，５８３万円

　南部地区幼稚園３園（柞田、一ノ谷、豊田）を統

合する幼稚園の建設を進めます。

同報系デジタル無線整備事業　　　１億２，０７７万円

　土砂災害警戒区域等へ同報系防災行政無線の戸別

受信機を貸与します。また、戸別受信機の設置希望

者への補助を行います。

観音寺ブランド認証推進事業　　　　　　２１０万円

　地元の農林水産物やその加工品を市独自の基準に

より「観音寺ブランド」として認証し、高付加価値

の産品として売り出すなど、販路拡大を支援します。

交流定住促進事業　　　　　　　　　　１，６４８万円

　交流・定住に関する事業を総括的に実施します。

　移住を促進するために民間賃貸住宅の借り上げ料

等について支援を行います。

新市民会館開館記念事業　　　　　　　１，０１６万円

　新市民会館を広くアピールし、施設の機能や特長、

利用法などを広報します。（記念事業、プレイベン

ト実施）

かんおんじフェア大阪

かんおんじフェア東京

企画課企画調整係　☎２３−３９１７

観音寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく事業

基本目標①　Ｋ子育てと教育に地域で取り組むまちづくり

基本目標②　Ａ安心して暮らし続けられるまちづくり

基本目標③　Ｎにぎわいあふれる豊かなまちづくり
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基本目標④　Ｏおもてなしの心があふれるまちづくり

基本目標⑤　Ｎネットワークを活かした地域づくり

基本目標⑦　Ⅰいきがいを持ち、健康で暮らせるまちづくり

基本目標⑥　Ｊ女性が輝くまちづくり

瀬戸内国際芸術祭開催事業　　　　　　２，９４５万円

　瀬戸内国際芸術祭２０１６（秋会期）を開催します。

　（環境整備、情報発信、作品維持など）

観光ビジョン策定事業　　　　　　　　　３５８万円

　地域資源を活かした観光振興を推進するための観

光ビジョンを策定します。

地域サロン活動支援事業　　　　　　　　８１９万円

　地域住民が広く世代を超えて参加できる継続性の

ある事業に助成を行います。

生活習慣病重症化予防事業　　　　　　　９００万円

　レセプトデータを活用し、生活習慣病患者の重症

化を予防するための保健指導を実施します。

男女共同参画推進事業　　　　　　　　　　９１万円

　男女共同参画社会の実現に向けて、広報啓発活動

を行います。

就学前児童親子相談事業　　　　　　　　１３０万円

　子どもにとってより良い生活環境を整え、保護者

が安心して育児ができる環境をつくるために、地域

子育て支援センターなどで就学前児童の保護者に対

する相談事業を実施します。

子育てホームヘルプサービス事業　　　　１５９万円

　乳幼児の保育や家事の援助を行うためのホームヘ

ルパーを派遣します。

四国中央地域連携交流事業　　　　　　　　４７万円

　四国中央市と三好市と共同で、圏域を活性化させ

るための事業を実施します。

　（市民交流事業、市長サミット、合同婚活事業、

合同移住フェア）

のりあいバス運行事業　　　　　　　　４，８４２万円

　市民の利便性の向上と市民福祉の増進のために公

共交通機関としてバスを運行します。

　（運行計画と路線の見直し）

ふるさと学芸館開設事業　　　　　　　　８３８万円

　旧紀伊小学校校舎を活用して、考古・歴史・民族

等の資料を収集・展示します。

　また、小・中学校の体験学習や教養・学習講座を実

施します。

運動公園施設設備改修事業　　　　２億９，９９２万円

　観音寺市総合運動公園内の陸上競技場を全天候型

施設に改修します。

こんにちは赤ちゃん事業　　　　　　　　１８０万円

　生後４カ月までの赤ちゃんがいる全ての家庭を、

保健師や助産師が訪問し、体重測定や育児の不安、

悩みなどの相談を受けるほか、子育てに関する情報

を提供します。

ファミリー・サポート・センター事業　　５１５万円

　育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員とな

り、育児について助け合う「ファミリー・サポート

・センター」の設置運営を実施します。

老人スポーツ大会

一の宮公園・海岸

四国まんなか市長サミット

銭形砂絵 豊稔池

男女共同参画講演会
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❶ 人口減少・少子化克服プラン

❷ 人が集まるまちの再興プラン

❸ 市民の力を結集するプラン

小学校施設大規模改造事業　　　　１億２，９９５万円

　校舎、設備等の改修を行い教育環境の改善を図り

ます。（高室小学校：内装・設備等の全面改修）

橋りょう補修・更新事業　　　　　　　３，２７５万円

　市道に架かる全ての修繕計画を策定し、計画的に

橋りょう点検、補修、更新を行います。

自治公民館建設補助事業　　　　　　　１，３００万円

　自治公民館の新築や増改築、衛生設備の更新やバ

リアフリー化などに要する経費に対して補助を行い

ます。

市民団体等活動促進事業　　　　　　　　　５８万円

　新しい公共の担い手として期待できるボランティ

ア団体や、ＮＰＯ法人が行う地域の課題を解決する

ための自主的な活動に対し補助を行います。

常磐地区排水対策事業　　　　　　　　９，８２１万円

　排水能力が不足している常磐地区の農業用排水路

を整備します。

耐震シェルター設置補助事業　　　　　　１６０万円

　耐震基準を満たさない民間住宅への家庭用シェル

ターと転倒防止金具の設置費用を補助します。

児童生徒等安全対策事業　　　　　　　　２０３万円

　青色防犯パトロール車による通学路等の見回りと

巡回を行います。また、地域ボランティアによる子

ども安全・安心パトロール活動等に対して必要な支

援を行います。

日本学生トライアスロン選手権大会開催事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５４万円

　　　　　　　　　　　　　　　　日本学生トライ

　　　　　　　　　　　　　　　アスロン選手権大

　　　　　　　　　　　　　　　会を開催します。

特別支援教育支援員設置事業　　　  　４，３７７万円

　個々の生徒に応じたサポートを行うため、小・中

学校に特別支援教育支援員等を配置します。

妊婦および乳児健康診査事業　　　  　５，６３７万円

　出産・育児を支援するため、妊婦および乳児健康

診査費用の一部を助成します。

観音寺子どもの夢事業

　　　　　　２００万円

　各分野で活躍する著名

人を招いて講演会を開催

するなど、子どもたちが

夢を育み目標に向かって頑張れるよう応援します。

市道橋落橋防止対策事業　　　　　  　７，１７５万円

　橋りょう及び重要路線や鉄道をまたぐ高架橋・跨
こ

線
せん

橋
きょう

について、桁の落橋防止対策を行います。

自治会活動支援事業　　　　　　　　　２，６３３万円

　自治会連合会や各単位自治会の活動を支援します。

地域生活支援事業（任意）　　　　　　　９０１万円

　社会参加促進、日中一時支援、療育訪問など、障

がい者等が地域で生活するために欠かせない支援事

業を総合的に行います。

相談支援事業　　　　　　　　　　　　１，４２４万円

　障がい者等の保護者などからの相談に応じ、情報

提供や権利擁護のための必要な援助を行います。

耐震改修対策支援補助事業　　　　　　１，１５４万円

　民間住宅の耐震診断、改修に要する経費の一部を

補助します。また、耐震改修に伴う一連のリフォー

ム費用の一部に対する補助も行います。

地域防災推進事業　　　　　　　　　　　４７９万円

　自主防災組織の活動（結成）を支援し、地域防災

活動を推進します。

中央七間橋線改築事業　　　　　　　　　４２０万円

　都市計画道路（街路）中央七間橋線（七間橋工区）

を整備します。

新規就農者サポート事業　　　　　　　　５９０万円

　就農希望者が円滑に就農できる環境を整備する経

費等について支援を行います。

香川６次産業化促進整備事業　　　　　１，９８１万円

　農業法人等が農業生産のみならず、加工、流通、

販売等について、６次産業化に取り組む場合に必要

な加工機械の導入や販売施設の整備等について支援

を行います。

スクールソーシャルワーカー配置事業　　３３８万円

　児童生徒の置かれたさまざまな環境に働き掛けて

支援を行うスクールソーシャルワーカーを配置します。

観音寺市総合振興計画 後期基本計画戦略プランに基づく事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５４万円

　　　　　　　　　　　　　　　　日本学生トライ

　　　　　　　　　　　　　　　アスロン選手権大

　　　　　　　　　　　　　　　会を開催します。

平成２７年度観音寺子どもの夢事業
岡田よしたか絵本ライブ

２０１５日本学生トライアスロン
選手権観音寺大会
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　生計を一にし、扶養する児童が３人以上いる世帯で、幼稚

園、保育所、認定こども園を利用している場合、第３子以降

の児童の保育料が無料になりました。

※特に申請などの手続きは必要ありません。

　条件を満たした場合、認可外保育施設に通

っている第３子以降の児童に係る保育料に相

当する保護者負担金（上限月額３５，０００円）

を補助します。

補助対象者

　市内に住所を有する、対象児童の保護者

補助要件

　保護者が対象児童と生計を一にし、現に扶

養している児童のうち、第３子以降であるこ

と。保護者が市外に住所を有し、児童が市内

の親族等の住所の場合は対象外です。

補助金交付に必要な書類

①補助金交付申請書（対象児童が複数いる場

合も１通で可）

②保育状況調書

③対象児童の世帯全員の住民票の写し（場合

により税の扶養の証明書）

補助対象者

　保育料や入園料の減額や免除を実施

している私立幼稚園に就園している幼

児の保護者で、市内

に住所を有している

ことが条件です。

申請の受付時期

　保護者は、６月中旬に保育料減額免除申

請書と必要な書類を通園している幼稚園に

提出し、幼稚園を通じて補助金の交付申請

をします。

補助金の交付時期

　年２回（１０月と３月）市が私立幼稚園を

通じて保護者に交付します。

問い合わせ先

　学校教育課　　☎２３ー３９３８

④補助金変更交付申請書（変更がない場

合は不要）

⑤請求書（対象児童の保育料であること

が分かる領収書原本または領収証明書

を添付）

申請の受付時期

　補助金交付申請については、随時受け

付けします。施設への入所手続きが完了

したら、子育て支援課に書類（①～⑤）

を提出してください。

補助金交付の時期

　申請者の請求（請求書の提出）により

当該年度の９月と３月に、補助金を交付

します。

問い合わせ先

　子育て支援課　☎２３−３９６２

公立幼稚園、認可保育所、認定こども園

認可外保育施設

私立幼稚園

４月から第３子以降の　　 　
　　保育料が無料になりました
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　観音寺市への

移住を促進する

ために、移住者

（転勤や進学を

除く、Ｉ・Ｊ・Ｕ

ターン者）に対して、民間賃貸住宅の家賃

と入居時に必要な謝礼などについて、費

用の一部を補助します。

対象者

　香川県外で３年（短期大学を卒業また

は専修学校の専門課程を修了した者は２

年）以上在住した後、転勤や就学その他

一時的な居住ではなく、観音寺市に定住

する意思をもって平成２８年３月１日以降

に転入し、本市に住民票の登録がある人。

内容

○家賃補助

家賃の２分の１または２万円のどちら

か低い額。管理費、共益費、駐車場料

金、会費（自治会費）は除く。

○家賃補助期間

　転入した月の翌月から２年間

○一時金補助

礼金、不動産取引手数料、家賃支払保

証料の２分の１について、６万円を上

限に１回に限り補助（敷金は除く）。

問い合わせ先

　企画課地方創生

　総合戦略推進室

　☎２３−３９１７

　７月に予定の参議院議員通常選挙から、下表の

とおり投票所が変わります。

　投票にお出かけの際は、「投票所入場券」の投

票所欄を確認してください。

問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局　☎２３−３９４５

第２投票区域
変更前
投票所

変更後
投票所

天神町、坂本町
幸町、観音寺町
（殿・中央）

旧観音寺　
　東保育所

観音寺市　　
保健センター

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵を受

けにくい低所得の高齢者を対象に給付金を支給します。

問い合わせ専用ダイヤル

　☎０８７５−２３−３９８１
　５月１０日（火）開設予定

支給対象者　平成２７年度臨時福祉給付金支給対象者のうち、平

成２８年度中に６５歳以上となる人（昭和２７年４月１

日以前に生まれた人）

給 付 額　支給対象者１人につき３万円

　　　　　（１回限り）

申請期間　５月１０日（火）～８月１０日（水）

　　　　　（当日消印有効）

申請方法　申請書に必要事項を記入し、必要な書類を添えて、

同封の返信用封筒で郵送してください。申請書は

５月上旬に、支給対象となる可能性がある人に郵

送します。

申請は原則郵送ですが、窓口で申請をする場合は

次のとおりです。

●受付期間等

５月１０日（火）～２０日（金）（土・日曜日を除く）

午前１０時～午後３時

●受付場所　

エレベーターホール（市役所２階）

支給時期　６月下旬以降。

　　　　　支給決定者には、支給決定通知書を送付します。

詳しくは、そちらで確認してください。

社会福祉課福祉総務係　☎２３−３９３０

移住者を対象に
　家賃補助をします

投票所が変わります

年金生活者等支援臨時福祉給付金
　（低所得の高齢者向け）について

観
音
寺
市
立

中
央
図
書
館

駐 

車 

場

駐 車 場

観音寺市役所

一 の 谷 川

中央
公民館

社会福祉
センター

働く婦
人の家

共同福祉
施　設

ここに変わります

三観広域
防災センター

消
防
本
部

南
消
防
署

入口

保健
センター
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男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
対
策

　セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
職
場
な
ど
で
性
的

な
言
動
に
よ
っ
て
、
相
手
を
不

快
や
不
安
な
状
態
に
さ
せ
、
傷

つ
け
た
り
不
利
益
を
与
え
た
り

す
る
行
為
を
言
い
ま
す
。
こ
の

行
為
は
、
男
性
か
ら
女
性
に
対

す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
女
性

か
ら
男
性
、
同
性
同
士
で
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　２
０
０
７
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
改
正
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
で
は
、
男
女
と
も
平
等

に
扱
わ
れ
る
べ
き
、
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
、

事
業
主
に
は
雇
用
管
理
上
必
要

な
配
慮
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
問
題
を
な
く
す

た
め
に
は
、
組
織
の
中
の
一
人

ひ
と
り
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
共
通
の

認
識
を
持
ち
、
快
適
な
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　性
に
関
す
る
言
動
の
受
け
止

め
方
は
、
性
別
や
立
場
な
ど
個
人

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
受
け

止
め
る
側
の
判
断
が
重
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
つ
も
り
が
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う

前
に
、
相
手
が
ど
う
思
う
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
言
葉
を
発
す
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　も
し
、
職
場
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
き
は
、

自
分
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
速
や
か
に
勤
務
先
の
相

談
窓
口
担
当
者
や
信
頼
で
き
る
上

司
に
相
談
し
、
事
業
主
と
し
て
の

対
応
を
求
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
応
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
や
勤

務
先
以
外
で
相
談
し
た
い
場
合
は
、

左
記
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

香
川
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
２
４

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

市職員を募集します

試 験 区 分 ・ 募 集 人 数 等

秘書課人事係　☎２３−３９１５

受付期間：６月１日（水）～１４日（火）（土・日曜日は除く）（郵送

は当日消印有効）午前８時３０分～午後５時１５分

提出方法：秘書課（本庁４階）に持参または郵送

　　　　　〒７６８−８６０１

　　　　　（住所記載不要）観音寺市秘書課人事係

　５月２日（月）から、総合案内所（市役所１階）と秘書課（市

役所４階）、各支所で配布します。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

注意：電話や電子メールでの請求は不可

　　　詳しくは市ホームページで確認してください。

　　　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

７月２４日（日）

　下記の募集も予定しています。試

験日や受験資格など詳しくは、広報

かんおんじ７月号に掲載します。

●保育士 ･ 幼稚園教諭

●保育士･幼稚園教諭（経験者対象）

●看護師

●一般事務（初級）

●一般事務（身体障がい者対象）

●一般事務（ＵＩＪターン型）

区　分 人　数 受　　験　　資　　格 試験の程度

一般事務
（上級）

１１人 昭和５７年４月２日以降に生まれた人

大学卒業
程度

土　木 ２人
昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、土木系学科を卒業した人
または平成２９年３月３１日までに卒業見込みの人

保健師 ２人
昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人
または平成２９年３月３１日までに取得できる見込みの人

第一次試験日

試験申込書受付

試験案内・試験申込書
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　市内に居住し、かつ、市内に住宅を有して

おり、次の基準を満たす世帯の世帯主に対し

て、戸別受信機の貸与または設置費に対する

補助を行います。

設置補助の基準

○世帯員が、本市に納付すべき市税等を滞納

しておらず、観音寺市防災行政無線戸別受

信機等貸与要綱の規定により戸別受信機等

を貸与されていない世帯

貸与の基準

○指定された土砂災害警戒区域（市内）に居

住している世帯

○世帯全員が身体障害者手帳の交付を受けた

聴覚障がい者の世帯

○防災行政無線の屋外放送を聞き取ることが

困難（平時と放送時の音量差が１０ｄｂ未満）

であると認められる世帯

補 助 率

　設置費用については、外部アンテナの設置の

有無にもよりますが、工事費を含めておおむね

１０万円前後

申請方法

○危機管理課（市役所４階）または各支所にあ

る申請書に必要事項を記入し、危機管理課ま

で提出してください。市ホームページからも

ダウンロードできます。

○申請者は、世帯主です。

○申請は、随時行えます。

注　　意

　機材の製造・発注等がこれからですので、実

際の設置等の時期は、早くても１１月以降になる

予定です。

問い合わせ先　危機管理課　☎２３−３９４０

　気象情報や避難情報などの緊急情報を迅速に市民の皆

さんへお知らせするために、平成２５年度から整備してい

た同報系防災行政無線の運用を開始しました。４月１日

に白川市長が市役所に設置する親局の操作を行い、市内

全域に放送開始のお知らせをしました。同行政無線の屋

外拡声子局（屋外スピーカー）は市内１４７カ所に設置し、

一斉放送や地域を指定して放送ができます。

設置機器 補助率 補助限度額

戸別受信機のみ
設置費用の

２分の１以内

２５，０００円

戸別受信機および
外部アンテナ

４５，０００円

災害に備えて運用開始しました

同報系防災行政無線の戸別受信機等の貸与・設置費補助

　「観音寺ホッとメール」は、携帯電話などのメール機能

を利用して、さまざまな情報を配信するサービスです。

防災情報や学校情報、イベントや育児に関することなど、

利用者が希望する項目を選択・登録することで、タイム

リーな情報を受け取ることができます。

利用上の注意

問い合わせ先

登録方法

●登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メール

の送受信などにかかるパケット代や通信料は利用者の

負担です。

●配信したメールに返信はできません。

●メールアドレスを変更した場合は、再度登録をしてく

ださい。

●登録された利用者情報は、個人情報保護法などで守ら

れます。

●通信事業者のシステムなどの条件によって、着信が遅

れる場合があります。

企画課情報統計係　☎２３−３９１７

　　Ｅメール　kikaku@city.kanonji.lg.jp

① entry@city.kanonji.lg.jp
へ空メールを送信（ＱＲコ

ードからもアクセス可能）

②「観音寺ホッとメール受付」

という返信メールが届く。

受信拒否設定など迷惑メ

ール対策をしていて返信メールが届かない

人は、「hotmail@city.kanonji.lg.jp」のア

ドレスまたは「city.kanonji.lg.jp」のドメイ

ンからのメールを受信可能に設定してくだ

さい。

③メール本文のＵＲＬに接続して登録画面が

表示されたら「利用規約」

を確認後、配信を希望する

情報を選択してください。

④「登録完了｣ のメールが届

いて登録完了です。

観音寺ホッとメールに登録を！
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　「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
」
と
は
、
消
防
団
員
の
勤

務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ
の

便
宜
や
従
業
員
の
入
団
促
進
な

ど
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ

の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広

く
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
事

業
所
の
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。　現

在
、
社
会
経
済
の
進
展
に

伴
い
、
就
業
構
造
が
変
化
し
、

消
防
団
員
の
約
７
割
が
被
雇
用

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
消
防
団
員
の

確
保
の
た
め
に
は
、
被
雇
用
者

が
入
団
し
や
す
く
、
か
つ
消
防

団
員
と
し
て
活
動
し
や
す
い
環

境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
消
防
団
活
動
に
対
す
る
雇

用
先
事
業
所
の
一
層
の
理
解
と

協
力
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
し
、
協
力
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て

認
定
さ
れ
た
事
業
所
等
に
は
、

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」

を
交
付
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
広
報
紙
等
で
公
表
し
ま
す
。

事
業
所
は
、
取
得
し
た
表
示
証

を
社
屋
に
提
示
し
た
り
、
自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
く
の
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　申
請
書
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
→
消

防
・
防
災
→
消
防
・
救
急
→
お

す
す
め
情
報
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　危
機
管
理
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

観
音
寺
市
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　
　
　活
性
化
事
業

●

防
災
資
機
材
購
入
事
業

　自
主
防
災
組
織
が
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
や
ラ
イ
ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、

発
電
機
、
投
光
器
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
消
火
器
、
担
架
、
救
急

セ
ッ
ト
な
ど
の
防
災
資
機
材
を

購
入
す
る
経
費
に
補
助
し
ま
す
。

　補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
の
額
で
、
１
つ
の
自
主
防

災
組
織
に
つ
き
１０
万
円
を
限
度

●

防
災
訓
練
事
業

　自
主
防
災
組
織
が
、
図
上
訓

練
、
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
救
出
・
救
護

訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
炊
き

出
し
・
給
水
訓
練
、
そ
の
他
防

災
上
必
要
な
訓
練
を
同
時
に
２

種
類
以
上
実
施
し
た
際
に
発
生

し
た
経
費
に
補
助
し
ま
す
。
た

だ
し
、
組
織
の
構
成
世
帯
の
お

お
む
ね
３
分
の
１
以
上
の
参
加

が
必
要
で
す
。

　
１
０
０
世
帯
以
下
の
組
織

　
　
　
　
　
　１
万
円
を
限
度

２
０
０
世
帯
以
下
の
組
織

　
　
　
　
　
　２
万
円
を
限
度

２
０
１
世
帯
以
上
の
組
織

　
　
　
　
　
　３
万
円
を
限
度

観
音
寺
市
自
主
防
災
力

　
　
　
　
　
　
　
　強
化
事
業

●

地
域
防
災
訓
練
支
援
事
業

　小
学
校
区
（
市
長
が
特
に
認

め
る
と
き
は
、
小
学
校
区
を
分

割
し
た
区
域
）
を
単
位
に
、
地

域
の
子
ど
も
や
保
護
者
と
一
体

と
な
り
、
実
践
的
な
防
災
訓
練

に
要
し
た
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　５０
万
円
を
限
度

●

防
災
士
育
成
支
援
事
業

　防
災
士
と
は
、
減
災
と
防
災

力
向
上
が
期
待
さ
れ
、
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
し
た

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で

す
。
防
災
士
資
格
の
取
得
に
必

要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　２
万
円

　申
請
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
く
ら
し
の
情
報
→
消
防
・

防
災
→
自
主
防
災
組
織
→
お
す

す
め
情
報
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　危
機
管
理
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
と
き
、
国
や
県
、
市
の
対
応
（
公

助
）
に
は
限
界
が
あ
り
、
早
期

に
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
と
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
防
災
、
減
災
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
で
住
宅
の
耐
震
強
化
、

家
具
や
電
気
製
品
等
の
転
倒
防

止
対
策
な
ど
を
し
て
「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」（
自
助
）
こ

と
が
大
切
で
す
。

　ま
た
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ

せ
る
地
域
や
近
隣
の
人
々
が
集

ま
っ
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精

神
で
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
、
自
発
的
な
防
災
活
動
に
組

織
的
に
取
り
組
む
こ
と
（
共
助
）

が
必
要
で
す
。

　そ
の
「
自
助
」「
共
助
」
の
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
市
で
は
「
観

音
寺
市
自
主
防
災
組
織
活
性
化

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
と
「
観

音
寺
市
自
主
防
災
力
強
化
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定

し
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
や

活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　導
入
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら

家
屋
の
耐
震
化
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策

　
　お
よ
び
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

自
分
で
守
る　
自
分
た
ち
で
守
る

補
助
額

補
助
額

補
助
額

補
助
額
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出前講座を利用してください
　市では、行政のさまざまな情報を市民の皆さんに提供し、市政への理解と

市民参加による協働のまちづくりを推進するため、「出前講座」を開催してい

ます。ぜひ、グループ等で活用してください。

平成２７年度の実績

　○申請＝８０講座（実施した講座７２講座、４／１以降に８講座実施）

　○参加者数＝２，０３８人（７２講座）

　○申し込みの多かった講座

出前講座は平成２７年度も
たくさんの人に利用していただき、
　　　　　　　　　　大好評でした！！

■受講できる人
　市内に在住または勤務、在学しているおおむね１０人以上で構

成するグループまたは団体

（政治・宗教・営利を目的とする場合や、苦情、個別相談等を

目的とする場合などは利用できません）

■会場（市内に限る）
手配等は申込団体でお願いします。

■実施時間
午前１０時～午後９時（休日・祝日の実施は相談してください）

■講座開催までの流れ
①「講座メニュー」から希望する講座を選び、希望日の１カ月前までに、

　秘書課に申込書を提出してください。（郵送、ＦＡＸ可）

　申込書は、市役所総合案内所、秘書課、各支所にあります。

　（市ホームページからもダウンロードできます）

②「出前講座決定通知書」を送付します。

③出前講座を開催

④出前講座の受講後に、感想や意見を秘書課へ提出してください。

■申し込み・問い合わせ先
〒７６８−８６０１（住所記載不要）

観音寺市秘書課

☎２３−３９１５　ＦＡＸ２３−３９２０

講座Ｎｏ．５１　防災について（危機管理課）

講座Ｎｏ．２６　認知症を学び地域を支えよう（認知症サポーター養成講座）
　　　　　（観音寺市地域包括支援センター）

講座Ｎｏ．１４　生活習慣病の予防＝観音寺市の現状は＝（健康増進課）

講座Ｎｏ．２２　介護予防について（観音寺市地域包括支援センター）

講座Ｎｏ．１６　食育（食生活）について（健康増進課）

講座Ｎｏ．２０　高齢者福祉制度について（高齢介護課）

1

2

3

　市民の皆さんが主催する集会

や催しなどの場に職員が出向き、

市の取り組みやくらしに関する

ことなどをお話しします。

　講座メニューから希望の講座

を選んで申し込んでください。

多くの皆さんの利用をお待ちし

ています。
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出前講座メニュー
№ 講　　座　　名 時間（分） 担　当　課

市
政
・
ま
ち
づ
く
り

１ 観音寺市総合振興計画について ６０

企画課

２ 交流・定住促進について ４５

３ 男女共同参画について ４５

４ 観音寺市の行政改革について ４５

５ 統計調査について ３０

６ 広聴広報活動について ４５ 秘書課

７ 観音寺市の財政状況 ６０ 総務課

８ 選挙について ３０ 選挙管理委員会事務局

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

９ 子育て支援について ３０

子育て支援課
１０ ひとり親世帯への支援について ３０

１１ 家庭児童相談・女性相談について ３０

１２ 保育所と子育て支援センターについて ５０

１３ 国民健康保険・後期高齢者医療について ４０

健康増進課

１４ 生活習慣病の予防＝観音寺市の現状は＝ ６０

１５ がん予防＝観音寺市の現状は＝ ６０

１６ 食育（食生活）について ６０

１７ 女性の健康づくり ６０

１８ 子どもの健康について ６０

１９ 障がい児（者）福祉制度について ６０ 社会福祉課

２０ 高齢者福祉制度について ４０～６０
高齢介護課

２１ 介護保険制度について ６０～９０

２２ 介護予防について ６０～９０

観音寺市地域包括
支援センター

２３ 地域包括支援センターについて ６０

２４ 高齢者の権利擁護について ６０

２５ 成年後見制度について ６０

２６ 認知症を学び地域を支えよう（認知症サポーター養成講座） ９０

く
ら
し
・
環
境

２７ 個人住民税について ３０

税務課２８ 固定資産税について ３０

２９ 市税の納期・口座振替、軽自動車税・たばこ税について ３０

３０ 交通安全教室 ６０ 地域支援課

３１ 観音寺市のごみについて　＊地域または自治会で申し込み ６０ 生活環境課

３２ 人権について ６０ 人権課

３３ 中山間地域等直接支払制度　＊中山間地域等該当地区が対象 ６０
農林水産課

３４ 多面的機能支払交付金制度 ６０

３５ 道路の維持管理について ３０

建設課
３６ 漁港・港湾施設の維持管理について ３０

３７ 河川の維持管理について ３０

３８ 住宅耐震診断・耐震改修補助事業について ３０

３９ 観音寺市の公園・緑地について ４５

都市整備課
４０ 観音寺市の都市計画について ４０

４１ 開発許可制度・駐車場法について ３０

４２ 市営住宅について ４５

４３ 企業立地に対する優遇制度について ３０ 商工観光課

４４ 観音寺市の下水道について ６０ 下水道課

４５ 古代の観音寺について　＊プロジェクターを使用 ６０ 文化振興課

４６ ニュースポーツを体験 １２０ 市民スポーツ課

４７ 図書館の利用について ３０ 図書館

４８ 観音寺市の水道事業について ６０ 水道局

４９ 農地の売買・転用について ３０
農業委員会事務局

５０ 農地の貸し借りについて ３０

安
心
・
安
全

５１ 防災について ４５ 危機管理課

５２ 火災予防講座（住宅用火災警報器等） ３０

三観広域行政組合
消防本部

５３ 救命基礎講習（応急・救命手当の基礎的な内容） ６０

５４ 普通救命講習（心肺蘇生法とＡＥＤの使い方など） １８０

５５ 上級救命講習（普通救命講習、応急手当と搬送方法など） ４８０

５６ 地震災害に備えて　＊プロジェクターを使用 ６０

５７ １１９番について ３０

５８ チャレンジ！防災（防災体験と消防署見学）　＊幼児・小学生を対象 ６０～９０

５９ 防災体験（防災センターで防災体験） ６０
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　講座では、心触れ合う楽しい仲間づくりや

豊かな学習ができます。

回 月　日 学　　習　　課　　題

１ ５／１８（水） 開講式：「観音寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
講師：観音寺市長　白川晴司　　

２ ６／１５（水）「楽しく歌って笑って脳の活性化」
講師：音楽療法士　大浦美樹先生

３ ７／２０（水）「興昌寺の除風と単伝」
講師：郷土史家　二宮嘉幸先生

４ ８／１７（水） フィルム研修

５ ９／２１（水）
「楽しい老後を過ごしましょう」
～認知症にならないようにして健康寿命をのばすために～
講師：元日赤香川県支部事業推進課長　吉岡眞砂子先生

６ １０／１９（水）「保元の乱と讃岐の崇徳上皇」
講師：香川県歴史教育者協議会会長　石井雍大先生

７ １１／１６（水） 日帰り研修（奈良東大寺方面）

８ １２／１４（水）「身近に潜む消費者トラブル」
講師：観音寺警察署　　　

９ １／１８（水）「暮らしの中の健康づくり」
講師：コミュニティスポーツ指導者　髙原美都子先生

１０ ２／１５（水）
「イギリスを旅する～イギリスの魅力を楽しみましょう～」
講師：香川大学生涯学習教育研究センター長　清國祐二先生
修了式

回 月　日 学　　習　　課　　題

１ ６／１（水） 開講式：大野原古墳群の意義を考える−豊かな歴史資産の活用に向けて−
講師：徳島文理大学　大久保徹也教授

２ ７／６（水）
「笑って笑って健康！」
講師：笑いヨガティーチャー　三木佐和子先生

機関誌「きずな」（原稿募集締め切り９／２３（金））

３ ７／１３（水） 日帰り研修旅行（広島県三次市方面）　　

４ ８／３（水） 自分の体は自分で守ろう～自分たちの健康づくり、運動と食生活から～
講師：特定非営利活動法人　転倒予防を考える会　寺岡啓明理事長

５ ９／７（水）「木を見る・人を識る」樹木医のお話
講師：樹木医　高橋瑞貴先生

６ ９／１４（水） 日帰り研修旅行（京都方面）

７ １０／５（水）「大名庭園にみるおもてなし」
講師：元香川県栗林公園観光事務所副所長　髙橋司枝先生

８ １１／９（水） 歩け歩け大会（琴弾公園周辺）
集合場所：老人憩の家（有明町）午前９時集合（雨天決行）

９ １２／７（水） フィルム研修

１０ １／１１（水）
「偉大な政治家大平正芳に学ぶ」
講師：ＮＴＴグループ　テルウェル西日本（株）
　　　元取締役四国支店長　清水茂昭先生

１１
１／２５（水）
　～２７（金） 作品展：午前９時～午後５時（２７日のみ午後４時まで）

１／２６（木） 芸能発表会（午後１時３０分～午後４時）

１２ ２／２２（水）
学習発表会：修了式

機関誌「きずな」配布

受付期間　随時　午前９時～午後５時

　　　　　（月曜日と祝日を除く）

申 込 先　観音寺市中央公民館、

　　　　　大野原・豊浜・各地区公民館中央公民館    ☎２３−３９４４

大 学 講 座平成2８年度

受 講 生 募 集

と　き

午後１時３０分～午後３時

ところ

共同福祉施設２階軽運動室

対象者

原則市内に住んでいる人

または勤めている人

定　員

２００人

会　費

１，０００円

かんおんじ
市 民 大 学

第８回

と　き

午前１０時～午前１１時３０分

ところ

共同福祉施設２階軽運動室

対象者

原則市内に住んでいる女性

または勤めている女性

定　員

１００人

会　費

１，０００円

女 性 大 学
第１１回

　現在は大ホール、小ホールの建物と舞台を建

設、また多目的ホールへの改修を進めています。

　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご

理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先

　文化振興課　☎２３−３９４３

新市民会館建設工事進捗状況
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　５月から、障がいのある人とその家族・介助者を対象としたスポーツ教室を開催

します。障がいがあっても楽しめるスポーツを、みんなで楽しみましょう！

　認知症になっても、住みなれた地域で暮らし続けることができるように、認知症

について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り続ける応援者として認知

症サポーターを養成しています。

　昨年度は、地域にあるサロンや自治会、郵便局、警察署、市内の小学校で養成講

座を行い、新たに８７４人の認知症サポーターが誕生し、現在１７９０人となりました。

　今後、認知症の人が地域で暮らしやすくするため、皆さんの力が必要です。大切

な人と一緒に過ごしていけるように、認知症サポーターとなって大きな応援団を作

りましょう。

認知症サポーター

　　募集中！！

●対象者　本市に在住または

　　　　　勤務、通学している人

●場　所　観音寺市内（希望の場所に出向きます）

●時　間　大　人：６０～９０分程度

　　　　　小学生：５０分程度

●注意　１０人以上のグループで申し込んでください。

　　　　開催日時等は相談してください。

●問い合わせ先

　観音寺市地域包括支援センター

　（社会福祉協議会内）☎２５−７７９１

日　時　毎月第４土曜日（８月・１０月・１２月

は休み）午後２時～午後３時３０分

（指導者の都合により、場所や内容

が変更になる場合があります）

場　所　観音寺小学校

対　象　市内在住で、障がいのある人とその

家族・介助者（年齢は問いません）

※保護者・介助者

の同伴をお願いす

る場合があります。

内　容　障がいに合わせて

ルールや道具を工

夫したスポーツを

実施します。

定　員　２０人

締め切り　５月１６日（月）　

定員に満たなかった場合は、締め切

り後も受け付けします。

参加費　無料

指導者　かがわ総合リハビリテーション福祉センタ

ー体育指導員、観音寺市スポーツ推進委員、

障がい者スポーツ指導員

持ち物　上靴、飲み物、タオルなど

（車いすや装具を使用している人で、上靴

への履き替えが難しい人は、靴のままでも

かまいません。ただし、雑巾を持参し、車

いすや装具の裏をよく拭いてから入館して

ください）

申し込み　下記に置いてある申込用紙に記入し、申し

込んでください。（かがわ総合リハビリテ

ーション福祉センターのホームページから

もダウンロードできます）

問い合わせ・申し込み先

○社会福祉課障がい者福祉係

　☎２３−３９６３

　Ⓕ２３−３９９３

○かがわ総合リハビリ

　テーション福祉センター

　☎０８７−８６７−７６８６

　Ⓕ０８７−８６７−０４２０

日　程 内　　容

５月２８日 ボッチャ、説明会

６月２５日 卓球バレー

７月２３日 スポーツ吹矢

９月２４日 グラウンドゴルフ

１１月２６日 卓球

１月２８日 フライングディスク

２月２５日 バドミントン

３月２５日
レクリエーションで

楽しもう！

観音寺市わくわくスポーツ教室

　教室をサポートして
くれるボランティアも
募集しています！希望
する人は、
問い合わせ
てください。



16

　地球温暖化対策として日産自動車（株）が取り組む電
気自動車普及事業により、多目的電気自動車「ｅ－ＮＶ
２００」が、本市に３年間無償貸与されることになりま
した。この車両は屋外で電気を供給することができ、
走る蓄電池としてさまざまな場面での活躍が期待され
ています。白川市長は｢市内の巡回や災害時など、有
意義に活用していきます｣とお礼を述べました。

　第３８回全国ＪＯＣジュニアオリンピック春季水泳競
技大会で、牧野桜子さん（常磐小学校６年生・現中部
中学校１年生）が、女子１１～１２歳区分５０メートルバタ
フライ大会新記録２７．６５秒を樹立しました。「１００メー
トルバタフライの強化をしていくことが今後の目標。
練習を重ねナショナル記録を突破できるよう頑張りたい」
と輝く笑顔で優勝の喜びと新たな決意を語りました。

　１００歳を迎えた正木ハルヱさん（豊浜町）を白川市
長が訪問し、長寿を祝いました。先日たくさんの親族
が集まり、にぎやかに誕生会が行われました。この日
も入所している施設には、正木さんをお祝いするため
に家族や入所者が集まり、和やかな雰囲気に包まれて
いました。３人の孫の結婚式に出席できたことや８人
のひ孫に囲まれていることが幸せと話していました。

　１００歳を迎えた石井英子さん（新田町）を白川市長
が訪問し、長寿を祝いました。好奇心旺盛な石井さん
は、若いころからお茶やお花をたしなみ、８０歳から習
字にも挑戦しています。抹茶を飲むことが日課で、好
き嫌いなく何でも食べることが、元気のひけつと話し
ていました。１００歳を祝うため家族が集まり、にこや
かに会話が弾んでいました。

ご長寿おめでとうございます

春休み英語教室２日間楽しかったよ！

ご長寿おめでとうございます

環境に優しい多目的電気自動車貸与式

牧野さん、５０ｍバタフライで金メダル

303

303

84

22.233

64

　豊浜小学校春休み英語教室。ことしは５８人の卒業生
が、アルファベットの書き方や辞書引き、文法など中
学英語に向けての勉強と、ニコラ先生との英語のコミ
ュニケーションゲームや買い物ごっこに取り組みまし
た。「辞書引きで単語の意味が分かるようになってよか
った」「アルファベットが書けるようになったよ」「もっ
と英語で話してみたいな」と笑顔で楽しんでいました。
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●食べて治して、ハッピーライフ

血管の異常は万病のもと！動脈硬化で起こる

病気とその原因。食習慣を見直して生活習慣

病予防

５月１３日（金）午後２時～午後３時

●腎臓病教室

腎臓の検査／腎臓病食（エネルギーの取り方）

腎臓病の進行を遅らせるために

５月１９日（木）午後３時３０分～午後５時

●夜間糖尿病教室

糖尿病食を食べてみよう（試食会）

５月１２日（木）午後６時～午後７時

各教室とも予約が必要

試食会は、実費６００円

　同病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　☎５２−２７２６

みとよサプリ
５月１８日（水）午後１時３０分～午後２時

早期発見糖尿病・糖尿病検査の話

三豊総合病院南棟ホール

同病院　☎５２−３３６６

三豊総合病院健康教室

　がん集団検診を次の日程で行います。年に１度は検

診を受けましょう。まだ申し込んでいない人は、問い

合わせてください。

胃がん、大腸がん　　４０歳以上

胃がんは、時間予約制です。必ず事前に申し込んで

ください。胃がん検診（集団）の受診時に大腸がん

採便キットを持参いただいても受け付けます。

健康増進課成人保健係　☎２３−３９６４

　平成１０年４月２日生まれから平成１１年４月１日生ま

れ（高校３年生相当）までの人で、日本脳炎第２期（４

回目）の接種が完了していない人に予診票等書類を送

付しています。蚊が発生するまでに、体調を整えて早

めに接種してください。

　平成１９年４月２日生まれ以降の人は、９歳を迎える

と、順次日本脳炎第２期予防接種の予診票を発送しま

す。ただし、９歳を迎えた人で日本脳炎第１期の初回

３回が未接種の人は、９歳から１３歳までの間に無料で

不足回数分を受けることができます。未接種の人は、

予診票を送付しますので連絡してください。

健康増進課母子保健係　　☎２３−３９６４

５月２６日（木）午前９時３０分～午後１時

保健センター

５月２７日（金）午前９時３０分～午後１時

豊浜福祉会館

２００円、エプロン、三角巾

各教室３０人（定員を超えた場合は抽選）

各教室１週間前まで

市食生活改善推進協議会

　健康増進課成人保健係　

　　　　☎２３−３９６４

５月１日（日）　午前９時～午後２時

ＪＲ豊浜駅

豊浜町須賀自治会、須賀自治会青年会

観音寺中央ライオンズクラブ

禁煙週間５／３１（火）～６／６（月）

　毎年５月３１日は世界禁煙デーです。喫煙は、ほと

んどのがんや呼吸器疾患、心臓病、脳卒中などの循

環器疾患に深く関係しています。また、周囲の人に

も健康被害を広げます。たばこのない国を目指して、

吸う人も吸わない人も一緒に考えましょう。

　「元気印のかんおんじ２１第２次ヘルスプラン」では、

喫煙防止教室として小学５、６年生を対象に出前講

座を行い、たばこ抑制の推進をしています。

健康増進課　☎２３−３９６４

がん検診５月・６月の日程

受付時間 検診の種類 場　所

５月２６日（木）

８：３０～１１：００

胃がん、大腸がん
高室公民館

２７日（金） 胃がん

３１日（火） 胃がん、大腸がん 一ノ谷公民館

６月２日（木）
胃がん

常磐公民館

３日（金）８：３０～１０：００

大腸がん
１１：００～１１：３０ 木之郷公民館

９日（木）
８：３０～１１：３０ 保健センター

１０日（金）

６月１１日（土）以降の日程は６月号でお知らせします。

持参物持
対象対
日時時 内容内

受付期間受
申込先申

人数数
主催主
問合先問

場所所
料金料
注意注

平成２８年度がん検診

日本脳炎予防接種

男性料理教室

献血に協力してください

２０２０年スモークフリーの国を目指して

時

時

時

時

内

問

問

問

対

持

時

時

時

内

受

数

主

主

所

所

所

注

申問

問

所

注

申問
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　

第
条
９
９
１
第
法
治
自
方
地

に
定
規
の
項
７
第
び
よ
お
項
４

し
施
実
を
等
査
監
期
定
き
づ
基

定
規
の
項
９
第
条
同
、
で
の
た

。
す
ま
し
表
公
り
よ
に

成
平

２８

月
２
年

２５
日

　

員
委
査
監

　
　

伯
佐

　
男
文

　

員
委
査
監

　
　

山
秋

　
敏
忠

　
成
平

２８

月
１
年

１９
　
　
　
　
　
　
　
　

月
２

２２
日

、
部
民
市
、
部
務
総
、
部
策
政

、
部
育
教
、
部
設
建
、
部
済
経

市
寺
音
観
（
体
団
助
援
政
財

寺
音
観
、
会
議
協
策
対
通
交

）
会
員
委
行
実　

行
執
の
務
事
る
す
関
に
務
財

適
き
づ
基
に
等
令
法
係
関
、
が

い
て
れ
わ
行
に
的
率
効
つ
か
正

監
政
行
、
き
置
を
点
重
に
か
る

ま
し
施
実
も
ら
か
点
観
な
的
査

。
た
し

　

処
務
事
び
よ
お
行
執
の
算
予

し
拠
準
に
等
令
法
係
関
、
は
理

処
に
正
適
ね
む
お
お
、
り
お
て

ら
め
認
と
の
も
る
い
て
れ
さ
理

か
正
厳
も
と
後
今
。
た
し
ま
れ

留
に
行
執
の
務
事
な
的
率
効
つ

果
結
の
査
監
、
に
う
よ
る
す
意

討
検
、
し
付
を
等
見
意
る
よ
に

。
た
し
ま
し
望
要
旨
い
た
れ
さ
を

　

局
務
事
員
委
査
監

　
　
　
　
　

☎
２３

－
７
４
９
３

　

の
へ
来
未
、
憶
記
の
争
戦
「

内
市
寺
音
観
の
時
当
争
戦
洋
平

と
ま
を
実
事
た
い
て
き
起
で
外

計
を
成
作
の
記
験
体
争
戦
た
め

時
当
ど
な
と
こ
た
し
労
苦
や
と

、
人
る
れ
く
て
し
話
を
子
様
の

料
資
な
重
貴
る
語
物
を
史
歴

て
し
供
提
を
）
ど
な
図
や
真
写
（

絡
連
で
ま
記
左
、
は
人
る
れ
く

。
い
さ
だ
く
て
し

　

課
興
振
化
文

　

　
　
　
　
　

☎
２３

－

３
４
９
３

当
手
者
害
障
別
特

満
２０

複
重
の
度
重
の
上
以
歳

に
活
生
常
日
、
で
者
い
が
障

が
護
介
の
別
特
時
常
て
い
お

人
の
宅
在
な
要
必

　

円
０
３
８
、
６
２

当
手
祉
福
児
害
障

満
２０

が
障
の
度
重
の
満
未
歳

い
お
に
活
生
常
日
、
で
児
い

宅
在
な
要
必
が
護
介
時
常
て

人
の

　

円
０
０
６
、
４
１

係
祉
福
者
い
が
障
課
祉
福
会
社

　
　
　
　
　

☎
２３

－

３
６
９
３

　

カ
１
、
り
あ
が
所
住
に
内
市

ち
う
の
月

１５

介
で
宅
在
上
以
日

千
５
額
月
、
に
人
る
い
て
し
護

る
す
当
該
。
す
ま
し
給
支
を
円

く
て
し
を
請
申
に
め
早
、
は
人

。
い
さ
だ

る
あ
が
所
住
に
内
市

６５

以
歳

、
を
人
の
５
・
４
護
介
要
の
上

人
る
い
て
し
護
介

係
祉
福
者
齢
高
課
護
介
齢
高

所
支
浜
豊
、
所
支
原
野
大

係
祉
福
者
齢
高
課
護
介
齢
高

　
　
　
　

☎
２３

－

８
６
９
３

果
結
の
等
査
監
期
定

者
り
き
た
ね

給
支
の
当
手
護
介
宅
在

の
等
当
手
者
害
障
別
特

）
ら
か
分
月
４
（定
改
の
額
当
手

所
役
市

の
ら
か

せ
ら
知
お

せ
ら
知
お

や
談
験
体
の
争
戦
洋
平
太

　

す
ま
い
て
し
探
を
料
資

間
期
査
監

額
月

額
月

果
結
の
査
監

象
対
査
監

点
意
留
の
査
監
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　

正
適
が
録
記
る
す
関
に
民
住

ぞ
れ
そ
、
に
う
よ
る
れ
わ
行
に

て
れ
ら
め
定
が
間
期
出
け
届
れ

け
届
に
内
間
期
ず
必
。
す
ま
い

　

三
第
、
は
に
出
け
届
、
お
な

る
す
止
防
を
し
ま
す
り
な
の
者

ま
い
行
を
認
確
人
本
、
に
め
た

分
身
の
ど
な
証
許
免
転
運
。
す

。
す
で
要
必
が
示
提
の
書
明
証

係
民
市
課
民
市

　
　
　
　

☎
２３

－

４
２
９
３

●

日
得
取
格
資

●

証
者
険
保
被　

に
中
途
度
年

７５

人
る
な
に
歳

、
は
に

旬
中
月
前
の
日
生
誕

、
に域

広
療
医
者
齢
高
期
後
県
川
香

送
で
便
郵
録
記
定
特
ら
か
合
連

。
す
ま
し
付

者
険
保
被
た
い
届

て
し
用
使
ら
か
日
生
誕
、
は
証

。
い
さ
だ
く●

料
険
保　

を
動
異
や
入
加
に
中
途
度
年

口
は
た
ま
書
付
納
、
は
人
た
し

。
い
さ
だ
く
て
し
付
納
で
替
振
座

格
資
、
は
て
い
つ
に
額
料
険
保

り
割
月
ら
か
月
む
含
を
日
得
取

は
く
し
詳
。
す
ま
し
定
算
で

広
「

号
月
４
じ
ん
お
ん
か
報

１１

。
い
さ
だ
く
て
し
認
確
で
」
ジ

書
知
通
と
期
時
定
決
の
額
料
険
保

　

翌
の
月
む
含
を
日
得
取
格
資

や
入
加
に
月
４
（
旬
中
の
月
々

険
保
に
）
月
７
は
人
た
し
動
異

決
額
料
険
保
「
し
定
決
を
額
料

知
通
入
納
料
険
保
・
書
知
通
定

。
す
ま
し
付
送
を
」
書

　

て
い
つ
に
付
給
・
証
者
険
保
被　

課
進
増
康
健

　
　
　
　
　

☎
２３

－

７
２
９
３

広
療
医
者
齢
高
期
後
県
川
香

局
務
事
合
連
域　☎

７
８
０

－

１
１
８

－

６
６
８
１

　

て
い
つ
に
料
険
保　

課
務
税

　☎
２３

－

２
２
９
３

　

帯
世
、
は
税
険
保
康
健
民
国

険
保
被
の
険
保
康
健
民
国
と
主

し
算
計
に
基
を
ど
な
得
所
の
者

、
め
た
の
そ
。
す
ま

な
が
入
収

、
も
）
く
除
は
者
養
扶
被
（
人
い

。
す
で
要
必
が
告
申
の
し
な
入
収

得
所
め
た
い
な
い
て
し
を
告
申

、
は
合
場
い
な
ら
か
分
が
況
状

な
に
額
減
が
税
険
保
康
健
民
国

い
な
れ
さ
額
減
、
も
で
帯
世
る

意
注
、
で
の
す
ま
り
あ
が
と
こ

。
い
さ
だ
く
て
し

ど
な
金
年
族
遺
（
金
年
的
公

を
）
く
除
は
得
所
税
課
非
の

入
収
、
は
人
る
い
て
し
給
受

せ
ま
し
当
該
は
に
人
い
な
の

。
ん

係
税
民
市
課
務
税

　
　
　
　

☎
２３

－

２
２
９
３

種
各
る
係
に
票
民
住
・
籍
戸

度
制
療
医
者
齢
高
期
後

き
と
る
す
入
加
に
中
途
度
年

）
金
基
コ
エ
（
金
基
全
保
境
環

　
　
　
　
　
　
　
　

付
寄
ら
か

　

。
す
ま
り
な
に
目
回
９
で
年
今　

び
よ
お
進
推
化
緑
、
は
回
今

萩
、
に
め
た
る
図
を
全
保
境
環

し
樹
植
を
木
の
桜
に
園
公
丘
の

。
た
し
ま

う
と
が
り
あ

  

た
し
ま
い
ざ
ご

事　由 資格取得日

７５歳になる人 誕生日

転入
転入により住所
を定めた日

生活保護の停
止または廃止

停止または廃止
となった日

障害認定※
後期高齢者医療
広域連合の認定
を受けた日

※６５歳から７４歳までの一定の障がい
がある人（障害認定を受けるには
申請が必要）

種類 届け出期間

出生届
生まれた日から
１４日以内

死亡届
死亡の事実を
知った日から
７日以内

転　入
転居届

転入・転居した
日から１４日以内

転出届
転出先・転出予
定日が決まって
から１４日以内

て
し
入
加
に
険
保
康
健
民
国　

　

へ
ん
さ
皆
の
帯
世
る
い

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　放
課
後
、
保
護
者
が
仕
事
や

病
気
の
た
め
に
、
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
児
童
を
預
か
っ
て

い
ま
す
。
夏
休
み
（
１
日
保
育
）

に
、
指
導
員
と
一
緒
に
子
ど
も

た
ち
の
保
育
を
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

７
月
２１
日
（
木
）
～
８
月
３１
日

（
水
）（
午
前
か
午
後
の
１
日

５
時
間
勤
務
、
シ
フ
ト
の
関

係
に
よ
り
変
更
あ
り
）

小
学
１
年
～
６
年
生
の
保
育

市
内
８
教
室
（
観
音
寺
な
か

よ
し
教
室
、
高
室
な
か
よ
し

教
室
、
常
磐
な
か
よ
し
教
室
、

柞
田
な
か
よ
し
教
室
、
豊
田

な
か
よ
し
教
室
、
一
ノ
谷
な

か
よ
し
教
室
、
大
野
原
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
教
室
、
豊
浜
に

じ
教
室
）

高
校
生
以
上
で
子
ど
も
が
好

き
な
人
、
保
育
士
を
目
指
し

て
い
る
人
な
ど
（
年
齢
不
問
）

２０
人
程
度

５
月
３１
日
（
火
）
ま
で
に
子
育

て
支
援
課
へ
履
歴
書
を
提
出

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　介
護
保
険
制
度
は
、
国
や
県
、

市
が
負
担
す
る
公
費
と
、
皆
さ

ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料
を
財

源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
６５
歳

以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
見
込
み
額
や
６５
歳
以
上
の

人
数
な
ど
を
基
に
決
定
し
て
い

ま
す
。

特
別
徴
収
に
つ
い
て

　年
間
保
険
料
額
が
決
定
す
る

ま
で
は
、
前
年
度
の
２
月
と
同

額
を
４
月
、
６
月
、
８
月
の
年

金
か
ら
天
引
き
（
仮
徴
収
）
し

ま
す
。
決
定
後
、
年
間
保
険
料

額
と
仮
徴
収
額
と
の
差
額
を
１０

月
、
１２
月
、
２
月
に
分
け
、
年

金
か
ら
天
引
き
（
本
徴
収
）
し

ま
す
。

特
別
徴
収
額
の
平
準
化
処
理

　年
６
回
の
天
引
き
額
を
、
で

き
る
だ
け
均
等
に
す
る
た
め
、

６
月
、
８
月
の
天
引
き
額
（
仮

徴
収
額
）
が
変
更
に
な
る
被
保

険
者
が
い
ま
す
（
年
間
の
保
険

料
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。
該
当

す
る
人
に
は
、
５
月
上
旬
に
「
特

別
徴
収
仮
徴
収
額
変
更
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　各
被
保
険
者
の
平
成
２８
年
度

年
間
保
険
料
額
は
、
７
月
上
旬

に
送
付
す
る
「
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　平
成
２８
年
６
月

１
日
現
在
で
全
国

一
斉
に
経
済
セ
ン

サ
ス

−

活
動
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
全
て
の
事
業

所
・
企
業
の
売
上
（
収
入
）
金

額
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
を

把
握
し
、
経
済
活
動
を
全
国
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　調
査
表
は
、

○

国
か
ら
郵
送

　４
月
～
５
月

ご
ろ

○

調
査
員
に
よ
る
配
布

　５
月

中
旬
ご
ろ
か
ら

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　調
査
票
の
記
入
内
容
は
厳
重

に
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
回
答
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　県
と
市
で
は
、
大
切
な
松
林

を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た

め
、
薬
剤
の
地
上
散
布
を
し
ま

す
。
散
布
中
は
散
布
区
域
内
に

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

琴
弾
山
５
月
１９
日
（
木
）、
６
月

２３
日
（
木
）
／
琴
弾
公
園
５
月

２４
日
（
火
）、
６
月
２１
日
（
火
）
／

一
の
宮
公
園
６
月
２
日
（
木
）、

３０
日
（
木
）

午
前
５
時
～
正
午
（
雨
天
時

は
翌
日
以
降
に
延
期
）

商
工
観
光
課

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　新
成
人
の
仲
間
と
一
緒
に
、

式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
な
ど

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
る

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
月
１
回
、
市
の
担

当
職
員
と
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
行

い
、
成
人
式
の
内
容
や
実
施
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　文
化
振
興
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

募
　集

平
成
２９
年
成
人
式

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
募
集

松
く
い
虫
薬
剤
防
除

　
　
　
　
（
地
上
散
布
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

夏
休
み
期
間
中
の
指
導
員

　
　
募
集（
ア
ル
バ
イ
ト
）

経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査
に

　
　
　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

６５
歳
以
上
の
人
の

　
　
　
　
介
護
保
険
料
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　市
で
は
「
観
音
寺
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代

表
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広

く
意
見
を
い
た
だ
き
、
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

の
改
選
に
当
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

観
音
寺
市
行
政
改
革
大
綱
等

各
種
計
画
に
基
づ
く
施
策
の

推
進
に
関
す
る
審
議
・
検
討

　委
嘱
日
～
平
成
３０
年
３
月

３１
日

本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
年
３
回
程
度

開
催
さ
れ
る
夜
間
の
会
議
に

出
席
で
き
る
２０
歳
以
上
の
人

（
議
員
や
市
職
員
は
除
く
）

２
人

５
月
６
日
（
金
）
～
２５
日
（
水
）

必
着

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

企
画
課
（
市
役
所
４
階
）
、
市

役
所
総
合
案
内
所
お
よ
び
各

支
所
に
あ
る
公
募
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課

行
政
改
革
推
進
室
あ
て

Ⓕ
２３

−

３
９
２
０

Ⓔgyoukaku@city.kanonji.lg.jp

選
考
結
果
は
、
直
接
本
人
へ

通
知
し
ま
す
。

企
画
課
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　市
で
は
「
観
音
寺
市
男
女
共

同
参
画
推
進
会
議
」
を
設
置
し

観
音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計
画

に
基
づ
く
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体

の
代
表
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
き
、
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
男
女

が
と
も
に
認
め
合
い
、
と
も
に

支
え
合
う
ま
ち
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
委

員
の
改
選
に
当
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
た
め
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

観
音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計

画
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
に

関
す
る
調
査
や
目
標
達
成
に

対
す
る
審
議
・
検
討
な
ど

　観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ
ル

ト
ン
市
と
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
と
し
も
受
け
入
れ
家
庭

と
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
　受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

７
月
８
日
（
金
）
～
２１
日
（
木
）

予
定
（
１
週
間
の
受
け
入
れ

も
可
）

５
月
３１
日
（
火
）
ま
で

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

　ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
募
集

７
月
２１
日
（
木
）
～

　
　
　８
月
３
日
（
水
）
予
定

市
内
の
中
学
生
や
高
等
学
校

に
通
う
学
生
、
大
学
生
、
一
般

１０
人
程
度

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
し
、

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
か
ら
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
者

を
優
先
し
ま
す
。

２５
万
円
程
度

５
月
３１
日
（
火
）
ま
で

　秘
書
課
☎
２３

−

３
９
１
５

　レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
は
、

農
家
以
外
の
人
に
、
野
菜
や
花

作
り
の
経
験
を
通
し
て
、
土
に

親
し
み
、
農
業
に
対
す
る
理
解

　委
嘱
日
～
平
成
３０
年
３
月

３１
日

市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
お
り
、
年
３
回
程

度
開
催
さ
れ
る
夜
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
２０
歳
以
上
の

人
（
議
員
や
市
職
員
は
除

く
）

若
干
名

５
月
６
日
（
金
）
～
２５
日
（
水
）

必
着

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

企
画
課
（
市
役
所
４
階
）、
市

役
所
総
合
案
内
所
お
よ
び
各

支
所
に
あ
る
応
募
申
込
書
に

「
私
の
考
え
る
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を

添
え
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
持
参
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課

男
女
共
同
参
画
推
進
室
あ
て

Ⓕ
２３

−

３
９
２
０

Ⓔdanjyo@
city.kanonji.lg.jp

選
考
結
果
は
、
直
接
本
人
へ

通
知
し
ま
す
。

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

遊
休
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
農
園

の
こ
と
で
す
。

　
　
　４
月
１
日
～
３
月
３１

日
（
年
度
）、
更
新
可

大
野
原
町
大
野
原
字
辻
南
１

２
３
７
番
地
（
辻
中
自
治
会

館
隣
）
一
区
画
２８
～
３１
㎡
、

給
水
施
設
・
駐
車
場
あ
り

市
内
在
住
の
人

一
区
画
当
た
り
年
間
３
千
円

農
林
水
産
課
☎
２３

−

３
９
３
１

県
内
の
家
庭
や
事
業
所
、
学
校

等
で
、
つ
る
性
の
植
物
等
を
使

っ
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
設

置
に
取
り
組
む
個
人
や
団
体

〇

実
施
宣
言
書

　

４
月
２１
日
（
木
）
～
９
月
１６
日

（
金
）
必
着

〇

実
施
報
告
書

　

８
月
１
日
（
月
）
～
９
月
１６
日

（
金
）
必
着

提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　香
川
県
環
境
政
策
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
０
９

生
活
環
境
課
☎
２５

−

２
６
９
８

料注

行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

　
　
委
員
を
募
集
し
ま
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
農
園
利
用
者
募
集

参
加
者
募
集 

か
が
わ
緑
の

　

 

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
と
の
交
流
事
業

料

任
期

任
期

貸
付
期
間

応
募
資
格

提
出
期
間
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

５
月
７
日
（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

５
月
８
日
（
日
）

観
音
寺
小
学
校

５
月
１５
日
（
日
）

高
室
小
学
校
、
常
磐
小
学
校

柞
田
小
学
校
、
豊
田
小
学
校

大
野
原
小
学
校

５
月
２２
日
（
日
）

粟
井
小
学
校

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

１
人
２
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

５
月
２０
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

６
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

高
屋
町
稲
積
神
社
集
合

豊
中
町
宮
池
登
山
口
か
ら
稲

積
神
社
ま
で
ゴ
ミ
を
拾
い
な

が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

５
０
０
円
（
保
険
料
・
交
通

費
を
含
む
）

５
月
２０
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
力
つ
く
り
運
動

市
民
会
議
（
山
岳
部
）

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　発
達
障
が
い
や
そ
れ
に
近
接

す
る
困
り
感
に
関
わ
る
相
談
を

臨
床
心
理
士
等
が
受
け
ま
す
。

悩
み
の
あ
る
人
や
家
族
、
地
域

の
人
、
職
場
の
人
な
ど
は
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
２４
日
（
火
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

相
談
室
（
市
役
所
１
階
）

事
前
予
約
が
必
要

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

国
定
公
園

　帝
釈
峡

　
　中
国
自
然
歩
道
を
歩
こ
う

５
月
１５
日
（
日
）
午
前
６
時
２０

分
受
付
（
雨
天
決
行
）

広
島
県
帝
釈
峡
（
約
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
歩
く
）
国
営
備

北
丘
陵
公
園

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

９０
人
（
先
着
順
）

大
人
６
、
０
０
０
円
／
人

小
学
生
５
、
５
０
０
円
／
人

弁
当
（
お
茶
付
き
）
の
希
望

者
は
、
別
途
６
５
０
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

タ
オ
ル
、
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
な
ど

５
月
６
日
（
金
）
の
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
は
、
２
０
１

会
議
室
（
市
役
所
２
階
）
で

受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

代
理
申
し
込
み
可

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

５
月
２９
日
（
日
）
午
前
６
時
出

発
～
午
後
６
時
帰
着

毛け
な
し
が
せ
ん

無
山
（
１
、
２
１
８
メ
ー

ト
ル
）

岡
山
県
新
庄
村

新
緑
の
中
、
歩
行
時
間
３
時

間
３０
分
の
行
程

２５
人
（
先
着
順
）

６
、
０
０
０
円

５
月
２
日
（
月
）
～
１３
日
（
金
）

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

６
月
４
日
（
土
）、
１１
日
（
土
）、

１８
日
（
土
）、
２５
日
（
土
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時

豊
浜
中
学
校
体
育
館

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

無
料

５
月
３０
日
（
月
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　豊
浜
中
央
公
民
館

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

６
月
５
日
（
日
）

午
前
８
時
２０
分
受
付

一
の
宮
公
園
芝
生
広
場

個
人
戦

料 料

料

料 料

持

持注

注

主

主

主

月 日 ５月のスポーツ行事

５／１ のっぱらオープンバドミントン大会
９：００～／大野原会館

８

第６１回市交流大会兼審判講習会（ペタンク）
８：００～／財田川河川敷一ノ谷コート
第３１回暁星杯高校ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園
第９３回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

１０ 第５０回香川県ゲートボールカーニバル大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

１１ 第１１回保育まつり
１０：２０～／市立総合体育館

１５ 三観交流ソフトバレーボール大会
８：３０～／市立総合体育館

２１ 第５回三観広域親睦ゲートボール大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

２２

第３８回観音寺市長杯テニス大会
８：３０～／総合運動公園
三観女子ソフトボール大会
９：００～／萩の丘公園
第４回さぬきうどん杯（バウンドテニス）
９：００～／市立総合体育館

２６ 第３０回市長旗争奪ゲートボール大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

２８ 第１３回あじさい祭交流大会（ペタンク）
８：００～／粟井神社特設コース

２９ 第１１回観音寺市障がい者スポーツ大会
９：３０～／市立総合体育館

６／４

観音寺市中学校軟式野球大会
８：００～／総合運動公園
三観地区中学校春季陸上競技大会
９：００～／総合運動公園

５

第５６回香川県高等学校総合体育大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館
第３４回少年剣道錬成大会
９：００～／大野原会館

７ 第１８回体力つくりゲートボール大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

地区名 日　　時 会　　場

一ノ谷地区 ５／２２（日）８：２０～ 一ノ谷小学校運動場

豊田地区 ５／２９（日）８：３０～ 豊田小学校運動場

ス
ポ
ー
ツ

相
　談

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集
「
バ
ス
登
山
」

青
年
・
成
人
の
発
達
障
害
に

関
す
る
相
談
会

健
康
づ
く
り「
グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
大
会
」
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

資
源
回
収
予
定

参
加
者
募
集

七
宝
山
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

市内の交通事故
３月分

各地区体育祭予定

（　）内は昨年

発生件数
２６件

（４１件）

死者数
　０人

（　０人）

負傷者数
３３人

（５３人）
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　毎
年
５
月
は
「
赤
十
字
運
動

月
間
」
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
、
赤
十
字
社
員
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
香
川
県
支
部

観
音
寺
市
地
区
（
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　☎

２５

−

７
７
０
８

有
明
町
甲
４
０
２
６
番
１８

５
月
１１
日
（
水
）
～
２０
日
（
金
）

５
月
３１
日
（
火
）
午
前
１０
時
～

四
国
財
務
局
第
１
会
議
室

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

同
局
管
財
部
統
括
国
有
財
産

管
理
官

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

２
１
３
１

午
前
９
時
～
午
後
５
時

五
郷
活
性
化
セ
ン
タ
ー

旧
五
郷
小
学
校
、
豊
稔
池
、

棒
賀
神
社
、
五
郷
水
車
前
、

Ｊ
Ａ
五
郷
支
店
、
内
野
々
地
区

豊
か
な
景
観
を
生
か
し
、
地

元
出
身
の
山
口
大
学
准
教
授

中
野
良
寿
氏
監
修
。
２１
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
エ
リ
ア
ご

と
の
特
性
を
引
き
出
し
た
ア

ー
ト
を
展
開
。

同
実
施
委
員
会
（
五
郷
エ
リ

ア
代
表

　藤
岡
修
）

　
　
　
　☎

５４

−

４
４
１
７

自
分
た
ち
で
考
え
、
実
施
す
る

防
犯
活
動
を
テ
ー
マ
と
し
た

事
業
を
８
事
業
程
度
募
集
し

ま
す
（
委
託
金
額
１
件
３０
万

円
以
内
／
書
類
審
査
あ
り
）

６
月
３０
日
（
木
）
ま
で

当
日
消
印
有
効

応
募
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
３
３

思
春
期
相
談

５
月
９
日
（
月
）
午
後
２
時
～

心
の
健
康
相
談

５
月
２５
日
（
水
） 

午
後
１
時
４５
分
～

統
合
失
調
症
家
族
教
室

５
月
１１
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

ウ
ィ
ズ
の
会

５
月
１２
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

え
な
い
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク

　臨
床
心
理
士
山
口
先
生

発
達
面
で
気
に
な
る
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
な
ど

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　
　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

５
月
１６
日
（
月
）
～
３１
日
（
火
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

事
前
予
約
が
必
要

　同
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

注注

注

注

講

食育コーナー

　成長期は、生涯の中で最も多くの栄養が必要になる時期です。そこ
で、学校給食でおすすめしたいメニューの一つに「ポークビーンズ」
があります。この料理は、栄養価の高い豚肉と大豆をトマトで煮込ん
だもので、懐かしく思い出される人も多いのではないでしょうか。ア
メリカの家庭では白インゲンを使うことが多いようですが、給食では
大豆で作ります。タマネギは透き通るまで炒めると、甘みが出ておい
しくなります。ぜひ試してください。

育ち盛りの体を作るおすすめ給食メニュー
ポークビーンズ

学校給食課　☎５７−６６６０

★さぬき米粉パン　★ポークビーンズ
★チリメン入りアスパラサラダ
★ジャガ芋の衣揚げ　★オレンジ　★牛乳

〈観音寺学校給食センターの献立〉

〈４人分〉材　料

乾燥ダイズ７０ｇ（またはゆで大豆１５０
ｇ）、豚もも肉８０ｇ、タマネギ１５０ｇ（大
１／２個）ニンジン５０ｇ（中１／２本）、
ベーコン１５ｇ、ロースハム４０ｇ、油４
ｇ（小さじ１強）、塩１ｇ（小さじ１／５）、
砂糖５ｇ（小さじ２弱）、トマトケチャ
ップ４０ｇ（大さじ３）、コンソメ２ｇ（小
さじ１弱）、水２００ｃｃ、こしょう少々

❶洗った大豆を熱湯に３０分浸し、約１時間炊いて柔らかくする。
❷ニンジンは３㎜のいちょう切り、タマネギとハム、ベーコンは１．５

㎝ほどの色紙切りにする。
❸油を熱し、ベーコンとタマネギを入れ、タマネギが透き通るまで

炒める。そこへ、ニンジン、豚肉、ハムを加え、塩、こしょうを
下味程度に少量加えて炒める。

❹❸に❶の大豆と水を加えて煮込み、砂糖、トマトケチャップ、コ
ンソメを入れ、味が染み込むまで弱火でゆっくり煮込む。最後に
塩、こしょうで味を調える。

作り方

ポークビーンズ

相
　談

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

精
神
・
母
子
保
健
相
談

就
農
相
談
窓
口

防
犯
活
動
の
自
主
企
画
募
集

５
月
１５
日
～
２９
日

五
郷
地
区
で
か
が
わ
・

山
な
み
芸
術
祭
２
０
１
６

５
月
１
日
～
３１
日
は

　
　
赤
十
字
運
動
月
間

国
有
地
一
般
競
争
入
札
の
お
知
ら
せ

鑑
賞
時
間

売
払
物
件

展
示
予
定
場
所

案
内
所
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　育児教室を奇数月に開催しています。子どもの
発達や子どもとの関わり方について、臨床心理士
や作業療法士、栄養士、保健師、保育士などから
アドバイスを受けることができます。

５月２０日（金）午前１０時～午前１１時３０分
保健センター１階
親子のふれあい遊び、ママカフェ「子育てで悩
んだり、困ったりしていませんか？」
２歳児までの親子
母子健康手帳
前日までに申し込んでください。
　健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

育児教室「心
ここ

愛
あ

カフェ」

内

対
持

時
所

申 問
申

満１歳の子どもを募集

平成２７年５月生まれ

　５月２日から、８月生まれの子どもを募集

します。応募多数の場合は先着順になります。

　　　　問い合わせ先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

相　談講座・教室

家庭児童
相談

子育ての不安、
養育困難、虐
待、家庭内の
相談など

土・日曜日、
祝日を除く毎日
午前８時３０分～

午後５時 市役所１階
家庭児童
相談室

母子・父子
自立相談

ひとり親家庭
の相談や援助、
貸付など

児童相談
（要予約）

５月１１日（水）
午後１時３０分～午後４時

（県の専門相談員が対応）

　　子育て支援課こども・女性相談係　☎２３－３９５７

育児相談 ５月３１日（火）
午前９時３０分～午前１１時

保健
センター

　　健康増進課母子保健係　☎２３－３９６４

問

問

齊 藤 幸
こう

碧
あ

ちゃん

父 雄一さん　　母 知代さん

三 好 夏
なつ

生
き

ちゃん

父 優太さん　　母 由佳さん
（池之尻町） （村黒町）

菅 原 　 泉
いずみ

ちゃん

父 慎さん　　　母 千恵さん
（港　町）

菅 原 　 巴
ともえ

ちゃん 三 好 結
ゆい

子
こ

ちゃん

父 憲太郎さん　　母 悟子さん
（中田井町）

大 谷 璃
りい

弥
や

ちゃん

父 友希さん　　母 理恵さん
（港　町）

病にかかっていて、日常生活を営むのに著
しく支障がある在宅の児童に、次の日常生
活用具を給付します。

便器／特殊マット／特殊便器／特殊寝台
／歩行支援用具／入浴補助用具／特殊尿
器／体位変換器／車いす／頭部保護帽／
電気式たん吸引器／クールベスト／紫外
線カットクリーム／ネブライザー／パル
スオキシメーター
　子育て支援課児童福祉係
　　　　　　　　　　　☎２３－３９６２

　小児慢性特定疾患治療研究事業の対象疾

　昨年も好評だった写真展を、ことしも８
月末に中央図書館で開催します。赤ちゃん
モデルを希望する人は、問い合わせてくだ
さい。参加費は無料で、撮影した写真１枚
をプレゼントします。

子育て支援ＮＰＯフレンズ
　　　　　　　　　　　☎２４－８６９０

日常生活用具を給付

赤ちゃんの笑顔写真展
　　　　　　　赤ちゃんモデル

問

給付品目

申 問
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　子育てに頑張っているお母さんお父さん、困っていることや悩んでいることはありませんか？
子どもと一緒に遊んだり同じ子育て世代の人たちとおしゃべりしたりして楽しく過ごしませんか。
　参加申し込みは不要で、開放時間内であれば、いつでも誰でも無料で利用できます。

場所・問い合わせ先 月 火 水 木 金 土 日
豊浜ふれあい会館（ふれあい広場）
ふたば保育園　☎２５－５３８８ 　 　 ９：３０～１４：３０ 　 　

大野原いきいきセンター（ぴよぴよクラブ）
柞田保育所　☎２５－５１１５ ９：００～１４：００ 　 　 　 　

高室公民館（あぶあぶひろば）
高室保育園　☎２４－３１３０ 　 ９：００～１４：００

（０歳児対象） 　 　 　

木之郷公民館（愛あいサークル）
愛和保育園　☎５７－１５０１ 　 　 ９：００～１４：００ 　 　 　

常磐公民館（わくわくクラブ）
中部保育園　　☎２５－８３５９ 　

９：００～１４：００
（第３水曜日は
旧常磐幼稚園）

　 　 　 　

ふたば保育園　☎２５－５３８８ 　 １０：００～１５：００ 　１０：００～１５：００
柞田保育所　　☎２５－５１１５ ９：００～１４：００
高室保育園　　☎２４－３１３０ ９：００～１４：００ 　 ９：００～１４：００
愛和保育園　　☎５７－１５０１ ９：００～１４：００
中部保育園　　☎２５－８３５９ ９：００～１４：００
くれよん保育園☎２４－４４５５ ９：００～１４：００

地域子育て支援センター事業

　平成２８年度標語
　　その笑顔　未来を照らす　道しるべ

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長を
国民全体で考えることを目的に、毎年５月
５日のこどもの日から１週間を「児童福祉
週間」と定め、児童福祉の理念の普及と啓
発に努めています。

　児童福祉週間に合わせて、市内の１１保育
所（園）の親子が競技や遊戯をします。

５月１１日（水）午前１０時２０分～
市立総合体育館
子育て支援課こども施設係
　　　　　☎２３－３９６２

　保護者などが行事や家族の病気などで育児
や家事の援助が必要なとき、子育てホームヘ
ルパーが家庭まで出向いてお手伝いします。

原則１カ月に７日以内
小学３年生まで
ひとり親世帯や生活保護世帯の場合、確認
書が必要です。
高室保育園　☎２４－３１３０

利用者の負担金額 （円）
生活保護世帯 ０ 　

ひとり親世帯
１日（８時間）　１，７５０
半日（４時間）　　　８７０
１時間　　　　　　　２５０

その他世帯
１日（８時間）　３，５００
半日（４時間）　１，７５０
１時間　　　　　　　５００

トピックス

５月５日～１１日は児童福祉週間

保育まつり

子育てホームヘルプサービス事業

問

時
所

内
対
注

申
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　
　
　気
づ
く
・
学
ぶ
・
広
げ
る
人
権

　
　
　
　
　身
近
に
あ
る
女
性
差
別
か
ら
学
ぶ
こ
と

　人
は
誰
で
も
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
の
下
で
人
間
ら
し
く
生

き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
男
性
も
女
性
も
全
て
の
人
に

与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。
し
か

し
「
女
だ
か
ら
…
」「
男
だ
か
ら

…
」
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

な
ど
と
、
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
と
ら
え
る
意
識
や
男
尊
女

卑
の
思
想
は
、
今
で
も
根
強
く

残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
家
庭
生
活
に
お
け
る
個
人

の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
」
が
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
育
児
や
家
事
、
介

護
な
ど
の
大
き
な
負
担
を
負
っ

て
い
る
女
性
が
数
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、
け
が
れ
思
想
か
ら
、
女

性
が
土
俵
に
上
が
る
の
を
認
め

な
か
っ
た
り
、
社
寺
や
霊
場
へ

の
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
り
す
る
、

伝
統
や
慣
習
を
理
由
と
し
た
女

人
禁
制
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
女
性
差
別

の
事
例
は
数
多
く
見
ら
れ
、
女

性
に
生
ま
れ
た
が
ゆ
え
の
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
根
拠
の
な
い
誤

っ
た
考
え
方
や
意
識
が
、
家
庭

や
職
場
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
を
生
み
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す

おめでとう
　　　ございます
平成２７年度
　　人権作品優秀賞

中部中学校３年
中村　祐那さん

大野原小学校 5 年
藤岡　陽菜さん

る
嫌
が
ら
せ
や
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
な
ど
の
社
会
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　「
人
権
は
、
権
利
と
義
務
と

思
い
や
り

　３
つ
揃
っ
て
守
ら

れ
る
」
こ
れ
は
、
あ
る
企
業
で

使
用
さ
れ
た
人
権
啓
発
標
語
で

す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
は
、

こ
の
標
語
の
意
味
を
改
め
て
共

通
理
解
し
、
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
合
う
こ
と
や
、
思
い
や
り

の
心
を
大
切
に
し
合
う
こ
と
を

通
し
て
、
真
の
人
権
尊
重
社
会

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

休館日（月曜）　　 ２・９・16・23・30日

★おはなし会
★古典文学講座

14日（土）　　10：30～11：30
21日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★キッズ図書館員になろう！ 
★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「さがしもの」角田光代  著（新潮社）

７日（土）　13：30～14：10
28日（土）　10：30～11：10
８日（日）　10：00～
17日（火）　11：00～11：30
20日（金）　13：30～

中央図書館

豊浜図書館

★工作教室
　切り紙で昆虫の標本をつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「へっちゃらかあさん」ほか

７日（土）　13：30～14：30

28日（土）　10：30～11：00

独自の歴史観を築いた作家、司馬遼
太郎。数々の歴史小説を残し、今も
根強い人気を誇っています。

「司馬遼太郎　没後 20 年」

「四季に映える日本の名城」
日本文芸社／出版

　図書館の本の貸し出しや返却の仕事
体験、普段入ることができない書庫な
どの見学をしてみませんか。スタンプ
ラリーやクイズなどもあるよ！
と　き：５月８日（日）
　　　　10：00～（約２時間）
ところ：中央図書館
対象者：市内の小学生
人　数：30人（先着順）
　　　　電話での申し込みが必要

ところ：中央・大野原・豊浜図書館
内　容：図書館業務の補助（工作や折

り紙、読み聞かせ、壁面の飾
りつけ、布絵本作りなど）

対象者：中学生以上の個人または団体
受　付：随時
注　意：謝礼・交通費なし

ボランティア保険加入料は図
書館が負担

問い合わせ・申し込み先
中央図書館　☎23－3960 四季折々に美しい姿を見せる全国の

名城を徹底ガイド。お城を楽しむた
めの基礎知識も解説。

今月のおすすめ本

今 月 の 特 集

キッズ図書館員になろう！

図書館ボランティア募集！
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９４９　　１１日（水）・２５日（水）午前
１０時～正午　本庁１階相談室　弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１８日（水）午前１０時～午
後３時　中央図書館会議室　日本年金機構善通寺年金
事務所の相談員　事前に問い合わせ　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　観音寺 　６
日（金）午前１０時～午後３時　本庁１階相談室　街角の
年金相談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）
　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　 １３日（金）午前１０時～午
後３時　ふれあい文化センター／大野原　１２日（木）午
前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　
１７日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

女性相談　☎２３−３９５７　　土・日、祝を除く毎日午前８
時３０分～午後５時　本庁１階家庭児童相談室　ＤＶ・
離婚・その他女性の相談

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　 １９日（木）午前１０時～正
午　本庁１階相談室／大野原☎５４−５７００　相談員が電
話で受付後、大野原いきいきセンターなどでの相談

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　８日（日）午前１０時～午
後４時　大野原いきいきセンター

法律相談　☎２５−７７０８　　先着１２人　１０日（火）・２４日（火）
午前１０時～午後３時　社会福祉センター相談室３　弁
護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７０８　　 １７日（火）午後１時
～午後３時　社会福祉センター相談室３／大野原☎
５４−５７１４　 １９日（木）午前１０時～正午　大野原いきいき
センター／豊浜☎５２−１２１２　 １７日（火）午前１０時～正午
　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７５２　　土・日、祝を除
く毎日午前９時～午後４時　社会福祉センター

福祉総合相談　☎２５−７７５２　　土・日、祝を除く毎日午
前８時３０分～午後５時１５分　社会福祉センター

さぬき若者サポートステーション  常設☎５７−５５７５　土、日
を除く毎日午前１０時～午後６時　吉岡町９３３／観音寺
・大野原☎０８７７−５８−１０８０　６日（金）午前１０時～午後４
時　観音寺市中央公民館２階会議室／　１７日（火）午前
１０時～午後４時　大野原中央公民館３階会議室　就職
支援相談など　１５～３９歳の人とその家族

子ども・若者相談　☎２３−０９００　　月～金・第３土曜日
午前８時３０分～午後５時　少年育成センターやまびこ
コーナー　　　 　mazu1po@city.kanonji.lg.jp

行政相談　☎２３−３９１５　　１７日（火）午後１時３０分～午後
４時　中央図書館２階会議室

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日、祝を除く毎日
午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分

　　高松家庭裁判所観音寺支部
市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

時
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時

時
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○

土
石
流
や
が
け
崩
れ
、
地
滑

り
に
注
意
す
る
。

　避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発

表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
危
険

な
場
所
に
い
る
場
合
や
避
難
に

時
間
が
か
か
る
場
合
は
、
早
め

に
自
主
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。火

災
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６
件

３
件

火
災
・
救
急
件
数

救
急

　大
雨
や
強
風
は
、
私
た
ち
に

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
き

ま
し
た
。
台
風
や
豪
雨
の
到
来

は
予
測
で
き
る
か
ら
と
安
易
に

考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
対
策
を

立
て
、
こ
の
程
度
な
ら
大
丈
夫

と
油
断
せ
ず
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
広
報
車
な
ど
の
正
し
い

情
報
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

強
風
に
備
え
て

○

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防

ぐ
た
め
、
雨
戸
を
閉
め
る
。

雨
戸
が
な
い
窓
は
ガ
ム
テ
ー

プ
を
貼
り
カ
ー
テ
ン
を
引
く
。

○

物
干
し
竿
や
鉢
植
え
な
ど
、

飛
ば
さ
れ
や
す
い
物
を
片
づ

け
る
。

大
雨
に
備
え
て

○

排
水
溝
や
雨
ど
い
を
掃
除
す

る
。

○

ご
み
箱
な
ど
の
流
さ
れ
や
す

い
物
を
片
づ
け
る
。

風
水
害
に
備
え
て

３月１日～３１日（敬称略）

柞田町

観音寺町

豊浜町姫浜

流岡町

流岡町

大野原町大野原

植田町

大野原町大野原

琴浪町

村黒町

天神町

守谷　美幸＝

大西　　治＝

久保　利行＝

大西　俊一＝

石川　政春＝

嶋田　正信＝

澁谷　久志＝

久保　英司＝

勝田　且美＝

友枝　正浩＝

大西　　清＝

所

所
所

所

内
対

時

時
時

メール相談

時

時
所

所

時

受 注

香典返し

持

講

注
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／
１
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／
31



5

12

19

26

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

6

13

20

27

1

8

15

22

29

4

11

18

25

7

14

21

28

ふれあい広場

元気な脳～教室
9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

あぶあぶひろば

こころの健康相談

1歳6カ月児健診

のびのび教室

のびのび教室

ぴよぴよクラブ

楽楽クラブ

10カ月児相談

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00 9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 15:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市H26 年10月生まれ）

（旧観音寺市H27 年７月生まれ）

愛あいサークル

はつらつ会

ひまわりの会

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

13:30 ～ 16:00

松井病院

みずた内科

かもだ歯科医院

きづな調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

冨士クリニック

しのはら医院

ひまわり調剤薬局春日

ひまわり調剤薬局三豊

中央クリニック

安藤内科医院

フジヤ中央調剤薬局

第健調剤薬局

三野小児科医院

多田医院

ケイ・アイ薬局

たしろ医院

藤田脳神経外科医院

ただ歯科医院

ことひき薬局

アイ・ヤマニ調剤薬局

パパママ教室

細川整形外科医院

平林医院

あらき歯科クリニック

いずみや調剤薬局

姫浜調剤薬局

かもだ内科クリニック
そがわ医院
篠丸歯科医院
コスモ調剤薬局観音寺店
姫浜調剤薬局

みとよ内科にれクリニック

森川整形外科病院

三宅歯科医院

もとだい調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

村黒町　☎23－2111

詫間町　☎83－7218

坂本町　☎23－3020

村黒町　☎24－4976

豊浜町　☎52－5100

観音寺町（春日）☎25－3692

山本町　☎56－7222

観音寺町（春日）☎24－3863

豊浜町　☎52－5100

観音寺町（中央）☎25－0755

高瀬町　☎72－5018

観音寺町（中央）☎57－6800

豊浜町　☎56－3477

吉岡町　☎25－7788

詫間町　☎83－2121

豊浜町　☎52－1818

南　町　☎25－8413

高瀬町　☎72－1135

三野町　☎56－2762

南　町　☎56－0062

豊浜町　☎56－3411

植田町　☎25－4290

詫間町　☎83－2221

柞田町　☎23－4182

出作町　☎25－4407

豊浜町　☎52－1733

坂本町　☎23－4976

豊中町　☎62－2357

高瀬町　☎72－3788

坂本町　☎24－8191

豊浜町　☎52－1733

本大町　☎25－1117

高瀬町　☎72－5661

山本町　☎63－8500

本大町　☎23－3366

豊浜町　☎56－3260

ふれあい広場

心愛カフェ

のびのび教室

9:30 ～ 14:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

28

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

61,896
29,771

24,565
32,125

４月１日現在
 外国人を含む

この広報紙は環境にやさしい植物油
インキを使用しています。

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜・祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

医

医 医 医

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬 薬 薬

薬

薬

薬

木

木

保

保

保

木

保

保

保

保

保

保

保

ふれ

有グ

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

さわやか栄養教室

ぴよぴよクラブ

健康栄養相談

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

楽楽クラブ

シニアエアロビクス

JR 豊浜駅

ぴよぴよクラブ

育児相談

３カ月児健診
9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

旧競

豊福

豊福

いき

市相

いき

いき

いき

いき

いき

いき

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康相談

3歳児健診

もぐもぐレッスン（5/12）
ふる里探検ウオーキング（5/13）
骨密度測定 （5/16）
健康栄養相談（5/19）
心愛カフェ （5/20）
パパママ教室（5/29）
☎23－3964

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

12:30 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15
（旧観音寺市H24年10月生まれ）

ふれあい広場

3 カ月児健診

のびのび教室

ふる里探険ウオーキング

ふれあい広場

いき

大集

大集

いき

いき

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:30

9:30 ～ 14:30

愛あいサークル

はつらつ会

1 歳 6 カ月児健診

健康栄養相談

のびのび教室

愛あいサークル

はつらつ会

もぐもぐレッスン

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 10:30

10:00 ～ 11:30

要予約

要予約

要予約

要予約

連絡先要予約

共福

共福

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

☎　２３−３９６４
☎　２３−３９６２
☎　２５−７７９１
☎　２３−３９６３

健 康 増 進 課
子 育 て 支 援 課
地域包括支援センター
社 会 福 祉 課

高
常
木
伊
旧常

旧競
大集 大野原中央集会場

旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
市役所１階相談室
有明浜グラウンド 

高

高

高

（H27年１１月生まれ）

（はだしで有明浜を歩こう） 

５

（旧観音寺市H2８年２月生まれ）

「裁判をする」という架空請求はがき
　法務省管理局から「請求裁判最終通告書」というはがきが

届いた。身に覚えはないが「未払い金がある。連絡がない場

合は裁判を行い、財産を差し押さえる」などと書いてあると

いう相談が寄せられています。これは、公的機関をかたり、

脅迫的な文面で不安をあおって、連絡を取らせようとする詐

欺の手口です。契約内容や請求金額、債権者の社名・所在地

などの記載がない請求通知は架空請求の可能性が高いので、

慌てて連絡してはいけません。不安なときは、消費生活セン

ターに相談してください。

　　　　　　　西讃県民センター　☎２５−５１３５

　　　　　　　商工観光課　　　　☎２３−３９３３

ホ
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ジ
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  http://www.city.kanonji.kagawa.jp　
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帯

ホ
ー

ム
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  http://www.city.kanonji.kagawa.jp/m
obile

問い合わせ先

旧常

市相

保

保

保
保

保

（大 野原町・豊 浜町　
 Ｈ28 年 1月・2 月生まれ）

５月の納税

軽自動車税（全期）

納期限　5月31日（火）
納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

献血

要予約

常

要予約

有グ

有グ

（大 野原 町・豊 浜 町　
 Ｈ26 年 9 月・10月生まれ）

伊


